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 第１章 南伊豆・西伊豆地域を取り巻く現状 

１－１ 地域の概況 

１ 地形、道路網、港湾施設 

(1)地形、道路網 

当地域は、天城山系を中心に森林が地域の大半を占め、山地が海岸まで迫り平地が少ない

ことから、中小河川沿いや入江周辺に集落が形成されている。また、周囲を海に囲まれ、断

崖や入江が多く複雑な形状をなしており、開国の港としての歴史をもつ下田港をはじめとし

た港湾や数多くの漁港等に利用されている。 
道路網については、半

島中央部の伊豆縦貫自動

車道を骨格とし、接続す

る国道 414 号、東沿岸部

の国道 135 号、西沿岸部

の国道 136 号を県道が補

完している。地形から、

路線バスが利用可能な幅

員の道路は限られており、

その大半がバス路線とし

て利用されている。  

そうした中、半島を貫

く幹線軸となる伊豆縦貫

自動車道（天城北道路）

の整備が進み、平成 30

年度には開通する予定で

あるなど、中伊豆地域、

西伊豆地域への交通アク

セスが大きく向上する見

込みとなっている。 

 

 
 
 
 
 
 
 

図 4 南伊豆・西伊豆地域の地形と道路網（現在と将来）   

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

国道
136号

国道
135号
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414号

伊東
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戸田線

５年間に実施 

5 年間に完了 
予定の事業箇所 

5 年間に実施する 
事業箇所 

（出典：デジタルロードマップ） 
（事業箇所の出典：ふじのくに
の“みちづくり”リーフレット《伊
豆半島地域》静岡県交通基盤
部道路局） 

参考： 

5.5m 以上の道路復員が確保されていれば 

小型バスが相互通行可能 

小型バス幅員 2.06m×2＋離隔 1.0m＜5.5m 

（車両制限令） 
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(2)港湾漁港施設 

当地域の沿岸部には下図に示す港湾・漁港が立地しており、港を中心に町が形成されている。

伊豆市の土肥港には、現在、駿河湾フェリーが運航している。駿河湾フェリーと同等の船舶が

接岸する場合は、船長及び余裕長を考慮すると、岸壁延長 100m 以上、岸壁水深 4.5ｍ以上、車

両の積み下ろしを行う施設を有していることが必要であり、現在接岸可能な港は、土肥港の他

には、下田港、松崎港、田子漁港と考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 港湾漁港施設 

      

２ 土地利用 

(1)土地利用 

当地域は、山地が海岸まで迫る地形から、

土地利用は大半が森林である。 
修善寺駅周辺、伊豆急下田駅周辺など市町

の中心部、国道等の幹線道路沿い、中小河川

沿いや入江周辺に集落が形成されており、建

物用地が分布している。 
 
 
 
 
 
 
                           

（出典：国土数値情報 平成 23 年度作成）
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戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

戸田漁港

土肥港

宇久須港

田子漁港

松崎港

妻良漁港

手石港

下田港

■戸田漁港
No. 水深 岸壁長
1 -5.0m 185m
2 -4.0m 561m
3 -3.0m 35m
4 -2.0～-3.0m 363m

■土肥港
No. 水深 岸壁長
1 -4.5m 60m
2 -4.0m 70m
3 -3.0m 265m

■宇久須港
No. 水深 岸壁長
1 -5.5m 36m
2 -5.5m 36m
3 -4.0m 70m
4 -3.0m 365m

■田子港
No. 水深 岸壁長
1 -5.0m 360m
2 -3.2m 96m
3 -3.0m 244m
4 -2.0m 60m
5 -1.0～-2.0 250m

■松崎港
No. 水深 岸壁長
1 -6.0m 101.7m
2 -5.5m 100m
3 -3.0m 125m
4 -2.5m 103m
5 -2.0m 234m

■妻良漁港
No. 水深 岸壁長
1 -3.0m 280m
2 -2.0m 229m
3 -1.0m 36m

■手石港
No. 水深 岸壁長
1 -2.0m 419m

■下田港
No. 水深 岸壁長
1 -6.0m 80m
2 -5.5m 115m
3 -5.0m 129m
4 -4.0m 301m
5 -3.5m 547m
6 -3.0m 360m
7 -2.0m 271m

図 6 土地利用 

出典：国土数値情報 
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３ 人口の構成及び分布 

(1)人口推移 

平成 26 年度において、対象地区市町の人口は計 8.3 万人、世帯数は計 3.4 万世帯となってい

る。過年度からの推移をみると、県内は平成 22 年より減少傾向となっていることに比べ、当地

域は長期にわたり減少傾向にあることが特徴である。世帯あたりの人口は 2.4 人／世帯まで減

少しており、県全体に比べても少ないことが分かる。 

高齢化率についても県全体が 27.1％であることに比べ、当地域は 39.2％と 10 ポイント以上

も高く、高齢化が進んでいる地域であることが分かる。このように、当地域は、県内でも人口

減少・少子高齢化が進んでいる地域であることを踏まえて公共交通網を検討する必要がある。 
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図 7 人口の推移（管内計・県計比較） 

 

表 4 人口、世帯数の推移（管内計・県計・市町比較） 

26/2 26/25

3,670,840 3,737,689 3,767,393 3,792,377 3,787,982 3,765,007 3,752,592 3,736,600 3,715,901 3,697,651 100.7% 99.5%

1,117,693 1,204,189 1,280,984 1,353,578 1,415,040 1,399,140 1,406,926 1,415,015 1,422,907 1,434,022 128.3% 100.8%

106 ,723 104 ,307 100 ,467 95 ,318 90 ,783 89 ,176 87 ,756 86 ,074 84 ,359 82 ,624 77 .4% 97 .9%

34 ,726 35 ,991 36 ,272 36 ,107 36 ,344 35 ,615 35 ,297 35 ,019 34 ,736 34 ,488 99 .3% 99 .3%

4,481 4,229 4,001 3,655 3,658 3,323 3,464 3,373 3,264 3 ,135 70.0% 96.0%

1,460 1,508 1,537 1,536 1,524 1,480 1,490 1,470 1,460 1 ,435 98.3% 98.3%

30,081 29,103 27,798 26,557 25,142 25,013 24,649 24,231 23,864 23 ,390 77.8% 98.0%

10,911 11,075 11,119 10,917 10,847 10,794 10,739 10,682 10,650 10 ,532 96.5% 98.9%

38,999 39,426 38,581 36,627 35,115 34,202 33,576 33,008 32,421 31 ,817 81.6% 98.1%

11,665 12,475 12,578 12,736 13,038 12,583 12,437 12,387 12,288 12 ,284 105.3% 100.0%

11,200 10,725 10,304 10,003 9,602 9,516 9,359 9,157 8,963 8 ,833 78.9% 98.5%

3,503 3,632 3,675 3,728 3,764 3,710 3,687 3,637 3,619 3 ,598 102.7% 99.4%

9,266 8,841 8,515 8,104 7,654 7,653 7,484 7,284 7,070 6 ,935 74.8% 98.1%

2,965 2,973 2,980 2,986 3,003 3,018 2,980 2,935 2,908 2 ,894 97.6% 99.5%

12,696 11,983 11,268 10,372 9,612 9,469 9,224 9,021 8,777 8 ,514 67.1% 97.0%

4,222 4,328 4,383 4,204 4,168 4,030 3,964 3,908 3,811 3 ,745 88.7% 98.3%

平成7年

県　計

管 内 計

上段：人口（人）
下段：世帯数（世帯）

平成12年 平成17年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年
対比（人口）

平成2年

伊豆市

沼津市戸田

西伊豆町

下 田 市

市町名

南伊豆町

松 崎 町

 
出典 平成 2、7、12、17、22 年は国勢調査、その他は推計人口（各年 10月 1 日現在）          

沼津市は住民基本台帳（各年 9月末現在） 

H26年
2.4人/世帯

H2年
3.1人/世帯

H17年
2.6人/世帯

世帯当たり人口

管内 県全体

H2年
3.3人/世帯

H17年
2.8人/世帯

H26年
2.6 人/世帯
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（単位：人）

総人口に占
める割合

総人口に占
める割合

総人口に占
める割合

県　計 487,618 13.3% 2,193,842 59.7% 994,484 27.1% 21,707

管 内 計 7,936 9.6% 42,230 51.2% 32,366 39.2% 82

沼津市戸田 205 6.5% 1,546 49.3% 1,384 44.1% 0

下 田 市 2,326 10.0% 12,159 52.1% 8,853 37.9% 52

伊豆市 3,132 9.9% 17,090 53.8% 11,570 36.4% 25

南伊豆町 895 10.1% 4,172 47.3% 3,761 42.6% 5

松 崎 町 665 9.6% 3,348 48.3% 2,913 42.1% 9

西伊豆町 713 8.4% 3,915 46.0% 3,885 45.6% 1

市町名
年少人口(0－14歳) 生産年齢人口(15－64歳) 老年人口(65歳以上)

年齢不詳

 

平成 26 年 10 月 1 日現在（推計値）、沼津市は住民基本台帳（9月末現在） 

 

表 6 高齢者数・高齢化率の推移（管内計・県計・市町比較） 

市町名 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
対前年度
増減数

818,125 841,902 866,974 887,575 894,757 911,965 947,122 981,071 33,949

21.1% 21.7% 22.4% 23.0% 23.3% 23.8% 24.9% 25.9% 1.0% 

29,718 30,067 30,434 30,659 30,506 30,721 31,548 32,135 587

30.9% 31.7% 33.5% 34.4% 34.8% 35.7% 37.4% 38.9% 1.5% 

1,264 1,294 1,299 1,325 1,322 1,329 1,348 1,382 34

33.3% 34.4% 35.1% 36.6% 37.5% 39.0% 41.1% 43.3% 2.2% 

7,816 7,922 8,095 8,206 8,219 8,305 8,550 8,731 181

29.6% 30.5% 31.4% 32.3% 32.8% 33.6% 35.3% 36.6% 1.3% 

10,427 10,562 10,704 10,798 10,748 10,883 11,197 11,440 243

28.1% 28.9% 29.6% 30.4% 30.7% 31.6% 33.1% 34.3% 1.2% 

3,455 3,472 3,487 3,470 3,429 3,440 3,584 3,639 55

34.6% 35.2% 35.7% 36.0% 36.1% 36.9% 39.2% 40.5% 1.3% 

2,848 2,878 2,893 2,916 2,897 2,901 2,924 2,962 38

34.0% 34.8% 35.4% 36.1% 36.5% 37.5% 38.8% 40.1% 1.3% 

3,908 3,939 3,956 3,944 3,891 3,863 3,945 3,981 36

36.9% 37.9% 38.8% 39.4% 39.8% 40.4% 42.4% 43.9% 1.5% 

沼津市戸田

南伊豆町

西伊豆町

上段：高齢者（老年）人口（人)

下段：高齢化率

県　　計

管 内 計

下 田 市

伊豆市

松 崎 町

 

各年 4月 1日現在 

 
【参考】平成 28 年 2 月 12 日公表された平成 27 年

国勢調査の速報値によると、エリア全体の

人口（ただし、沼津市は市全体の人口）は

平成 22 年に比べ 5.1％の減少である。 

国勢調査速報（Ｈ28.2.12）
市町名 Ｈ２２ Ｈ２７ 増減率

沼津市 202,304 195,642 -3.29%

下田市 25,013 22,926 -8.34%
伊豆市 34,202 31,335 -8.38%
南伊豆町 9,516 8,511 -10.56%
松崎町 7,653 6,837 -10.66%
西伊豆町 9,469 8,234 -13.04%

計 288,157 273,485 -5.09%

高齢化率が 
県全体に比べ高い

表 5 年齢 3区分人口（管内計・県計・市町比較）  
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(2)人口分布 

修善寺駅周辺、伊豆急下田駅周辺など市

町の中心部、国道等の幹線道路沿い、中小

河川沿いや入江周辺に主に分布している。 
当地域は、地形等の制約から、まちがコ

ンパクトに形成されているが、学校の統廃

合が進み、高次医療機関の立地も限られて

いることなどから、地域間をバス等の公共

交通で接続する必要性がある。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 8 人口分布（500m メッシュデータ）（出典： H22 国勢調査） 

(3)将来人口推計 

次頁に示す市町別将来人口推計では、今後 30 年間で人口が半減すると推計されている自治

体もあるなど深刻な予想となっている。下図の１kmメッシュ単位で見ると、市町の中心部でも

減少していくことが確認できる。 

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

国道
136号

国道
135号

国道
414号

下田
松崎線

伊東
修善寺線

修善寺
戸田線

2000年人口 2050年推計

市町の中心も
人口減少

鉄道沿線も
人口減少

全域的に
人口減少傾向

 

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

国道
136号

国道
135号

国道
414号

下田
松崎線

伊東
修善寺線

修善寺
戸田線

幹線道路沿い

海沿い低地部の
人口分布

市町名 人口が分布する地区 

沼津市戸田 県道修善寺戸田線沿線等 

伊豆市 修善寺駅周辺、土肥港周辺、県道伊
東修善寺線沿線、国道 136 号沿線等

西伊豆町 国道 136 号沿線、役場周辺 等 

松崎町 県道下田松崎線沿線、県道南伊豆松
崎線沿線 等 

南伊豆町 役場周辺、国道 136 号沿線 等 

下田市 伊豆急下田駅、市役所周辺、国道 135
号、136 号、414 号沿線 等 

図 9 人口分布の比較（現状：2010 年、将来推計：2050 年、1km メッシュ） 
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図 10 将来人口推計（市町別） 
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４ 自動車及び免許保有状況 

(1)自動車保有状況 

世帯あたりの自家用自動車台数は、県全体と比べて低いが、1 世帯に 1 台以上は保有してい

る。１世帯あたりの人口は平成 26 年度で 2.4 人と少なく、高齢化率が 40％近くになっている

ことを踏まえると、自身の運転や家族の送迎等の対応が今後難しくなることが懸念される。 

表 7 市町別自動車保有台数 －人口･世帯比－ 

地域・市町名 保有総数
順

位

自家用

乗用車

順

位

自家用

乗用車

順

位

二輪・

原付

順

位

県 計 3,157,958 2,165,565 415,402 1.17 1.70 1.51 0.29

伊豆半島(熱海市、伊東市、下
田市、伊豆市等）

203,120 130,922 30,300 1.25 - 1.94 - 1.18 - 0.27 -

　熱海市 26,229 15,498 6,713 1.43 1 2.41 1 0.80 35 0.35 2

　伊東市 52,551 35,254 8,348 1.31 5 1.95 4 1.14 33 0.27 21

　下田市 20,334 12,431 3,203 1.14 25 1.86 10 1.19 31 0.31 7

　伊豆市 28,684 18,351 2,897 1.09 28 1.71 16 1.51 20 0.24 32

　伊豆の国市 38,972 26,831 4,304 1.25 9 1.81 13 1.39 24 0.22 35

　東伊豆町 9,867 6,376 1,409 1.31 6 2.02 2 1.10 34 0.24 29

　河津町 6,470 3,857 809 1.16 20 1.94 5 1.28 27 0.27 22

　南伊豆町 7,570 4,414 993 1.15 21 1.98 3 1.23 30 0.28 19

　松崎町 5,808 3,561 763 1.18 14 1.92 8 1.23 29 0.26 25

　西伊豆町 6,635 4,349 861 1.26 8 1.92 9 1.17 32 0.23 34

東　部（沼津市、三島市、富士

市等）
791,703 564,725 97,367 1.21 - 1.69 - 1.51 - 0.26 -

　沼津市 165,272 116,372 19,424 1.17 16 1.66 21 1.45 22 0.24 30

　三島市 80,323 57,294 12,196 1.37 3 1.92 7 1.25 28 0.27 23

中　部(静岡市） 602,394 379,069 94,361 1.17 - 1.86 - 1.31 - 0.33 -

　静岡市 602,394 379,069 94,361 1.17 15 1.86 11 1.31 26 0.33 4

志太榛原･中東遠（磐田市、焼

津市、掛川市、島田市等）
824,659 575,422 100,034 1.12 - 1.60 - 1.73 - 0.30 -

西　部(浜松市、湖西市） 729,377 515,427 93,340 1.16 - 1.65 - 1.56 - 0.28 -

注１）人口(3,683,825人)、世帯数(1,438,099世帯)は平成27年４月１日現在の静岡県推計人口による。

注２）市町別の台数には大型特殊自動車は含まれていない。

保有総数
（台）

うち

自家用
乗用車

（台）

うち

二輪・原付

（台）

 車両１台当たり人口(人)  １世帯当たり車両数(台)

平成27年４月１日現在

 
※沼津市戸田のみのデータがないため、沼津市全域のデータを使用 

 

(2)自動車免許保有状況 

運転免許保有者数は、５年間で 2.3％減少しており、すべての市町で減少している。その

原因として、自動車免許返納者は増加傾向にあり、その大半を高齢者が占めている。この理

由として、平成 24 年４月から運転経歴証明書が新たに本人確認書類として認められたことに

より返納者数の増加に拍車をかけているものと考えられる。また、静岡県タクシー協会が、

免許返納者に料金を１割引する制度を設けているほか、沼津市において、免許返納者にタク

シー利用券を配布する制度を設けていることも要因の一つである。今後、免許返納が進むこ

とにより、外出手段が自動車から他の手段にかわる高齢者が増え、公共交通の必要性が高ま

ると考えられる。 

表 8 市町別運転免許保有者数 

 
 
 
 
 
 

※沼津市戸田のみのデータがないため、沼津市全域のデータを使用  （出典：交通年鑑 静岡県警察本部） 

5 年間減少率 

-1.6% 

-3.5% 

-2.9% 

-3.4% 

-6.6% 

-6.5% 

-2.3% 

(人)

市町 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

沼津市 135,899 135,250 134,629 134,253 133,619

下田市 15,938 15,797 15,588 15,516 15,374

伊豆市 23,047 22,914 22,752 22,569 22,369

南伊豆町 6,036 6,001 5,916 5,904 5,827

松崎町 5,016 4,926 4,810 4,729 4,681

西伊豆町 5,762 5,650 5,564 5,487 5,385

合計 191,698 190,538 189,259 188,458 187,255
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表 9 警察署別自動車免許返納者数の推移 
警察署 該当市町 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

静岡県全警
察署管内

静岡県内すべて 5,850 7,581 6,738 9,504 11,727

下田警察署
管内

下田市、南伊豆町、松崎町、西伊豆町
東伊豆町、河津町

100 142 115 171 229

大仁警察署
管内

伊豆市、伊豆の国市 129 143 145 208 238

沼津警察署
管内

沼津市、駿東郡清水町 421 463 350 493 716  

100 142 115
171 229129 143 145
208 238

421 463 350

493

716
5,850

7,581

6,738

9,504

11,727

0

2,000
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8,000

10,000
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0

200
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1,200
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県
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署
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）
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下田警察署

大仁警察署

沼津警察署

下
田
、
大
仁
、
沼
津
警
察
署
（人
）

 
図 11 警察署別自動車免許返納者数の推移 

 

表 10 警察署別自動車免許返納者数の推移（高齢者） 
警察署 該当市町 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

静岡県全警
察署管内

静岡県内すべて 5,598 7,273 6,465 9,011 11,118

下田警察署
管内

下田市、南伊豆町、松崎町、西伊豆町
東伊豆町、河津町

92 140 111 158 227

大仁警察署
管内

伊豆市、伊豆の国市 123 138 139 197 225

沼津警察署
管内

沼津市、駿東郡清水町 408 439 338 467 686  

92
140 111 158

227123 138 139
197 225408 439 338

467

686

5,598

7,273

6,465

9,011
11,118

0
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0

200
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1,200

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

県全警察署管内

下田警察署

大仁警察署

沼津警察署

県
全
警
察
署
（人
）

下
田
、
大
仁
、
沼
津
警
察
署
（人
）

 
図 12 警察署別自動車免許返納者数の推移（高齢者） 

（出典：静岡県警察本部より聞き取り） 
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５ 既存施設の立地状況 

(1)公共施設、文化施設、郵便局 

公共施設、文化施設、郵便局は、国道 136

号、国道 135 号、国道 414 号の伊豆市の修善

寺地区や天城湯ヶ島地区などに比較的多く

立地している。各施設は地区の中心部に多く

分布しているが、一部施設を除いて、バス路

線沿いに立地しており、現在の公共交通網を

利用してアクセスすることが可能である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

(2)学校施設（小、中、高） 

国道 136 号、国道 135 号、国道 414 号の

伊豆市の修善寺地区や天城湯ヶ島地区、そ

の他バス路線が運行する県道下田松崎線な

どの幹線道路沿いに学校が立地している。 

当地域内には、①下田高等学校、②下田

高等学校南伊豆分校、③松崎高等学校、④

土肥高等学校、⑤伊豆総合高等学校の５つ

の高校が立地しており、生徒数の規模は下

田高等学校、伊豆総合高等学校が大きい。 

当地域外では、三島市、沼津市、伊豆の

国市等に高校が立地しており、通学の選択

肢となっている。三島北高等学校、韮山高

等学校、三島南高等学校、伊豆中央高等学

校、沼津工業高等学校、沼津商業高等学校

などは生徒規模が大きいことから、公共交

通の需要が大きいと考えられる。 

また、小中学校、高校の統廃合が進み、

さらに遠距離通学を余儀なくされる児童・

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

国道
136号

国道
135号

国道
414号

下田
松崎線

伊東
修善寺線

修善寺
戸田線

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

国道
136号

国道
135号

国道
414号

下田
松崎線

伊東
修善寺線

修善寺
戸田線

図 14 学校施設の位置 

出典：国土数値情報 

出典：国土数値情報 

事業者便

図 13 公共施設、郵便局等の位置

事業者便
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生徒が増えていることから、広域幹線バス

の重要性が高まってくる。 

生徒の居住市町と、通学先の

高校が立地する市町間の移動

の量と、高校ごとの生徒数を右

図に示す。 
高校の通学に係る地域間の

移動は、下田市と南伊豆町の間、

下田市、南伊豆町、西伊豆町か

ら松崎町、伊豆市から松崎町な

どの移動が比較的多く見られ

ることから、当地域を運行する

西海岸線やバサラ線など、地域

間を接続するバスによる広域

移動の重要性が確認できる。 
このほか、伊豆市から伊豆の

国市、三島市、沼津市間の移動

の発生傾向も見られ、当地域か

ら鉄道を利用した広域移動の

重要性が確認できる。 
 

図 15 居住地と通学先、生徒数 

表 11 居住地と通学先（高校） 
居住地 備考

熱
海
市

伊
東
市

三
島
市

函
南
町

伊
豆
の
国
市

沼
津
市

下
田
市

伊
豆
市

南
伊
豆
町

松
崎
町

西
伊
豆
町

そ
の
他

未
記
入

合
計

アン
ケー
ト回
収率

熱海市 熱海高校 85 135 1 10 1 2 3 8 245 256 96%

伊東市 伊東高校 48 421 0 5 474 474 100%

伊東市 伊東商業高校 19 404 3 15 441 441 100%

伊東市 伊東高校城ヶ崎分校 97 2 6 8 113 113 100%

沼津市 沼津工業高校　※ 14 28 9 7 92 2 69 12 233 705 33%

清水町 沼津商業高校 13 7 61 23 19 251 148 38 560 601 93%

伊豆市 伊豆総合高校 12 99 102 196 23 160 14 38 644 665 97%

伊豆の国市 伊豆中央高校 9 4 170 66 147 44 74 1 72 6 593 603 98%

伊豆市 土肥高校 3 7 57 4 15 0 2 88 95 93%

松崎町 松崎高校 18 33 31 143 76 1 302 302 100%

東伊豆町 稲取高校 10 117 5 188 320 322 99%

下田市 下田高校 20 258 80 33 39 218 9 657 708 93%

南伊豆町 下田高校南伊豆分校 53 51 1 2 107 111 96%

三島市 三島北高校 20 46 217 26 30 202 17 271 5 834 834 100%

三島市 三島長陵高校 4 9 34 20 17 62 14 90 4 254 580 44%

函南町 田方農業高校 29 7 126 93 111 93 63 1 67 2 592 592 100%

伊豆の国市 韮山高校 30 62 279 84 177 35 50 1 101 4 823 823 100%

三島市 三島南高校 30 18 190 110 127 69 71 88 12 715 715 100%

沼津市 沼津城北高校 2 1 46 1 1 274 1 187 513 513 100%

303 1253 1251 544 836 1154 448 542 167 181 133 1528 168 8508 9453

所在地 高校名 生徒数

合計  

松崎町 

西伊豆町 

伊豆市 

沼津市 
戸田地区 

南伊豆町 

下田市 

沼津市 

伊豆の国市 

三島市 

事業者便 
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(3)医療施設 

国道 136 号、国道 135 号、国道 414 号の

伊豆市の修善寺地区や天城湯ヶ島地区の道

路沿いに立地している医療施設が多く見受

けられる。 

当該地域及び近隣地域の第３次救急医療

施設は順天堂大学附属静岡病院、第２次救

急医療施設は下田メディカルセンター、伊

豆赤十字病院、西伊豆病院、伊豆今井浜病

院等が存在している。医療施設は、バス路

線沿いに分布していることから、路線バス

を利用して施設へアクセスすることが可能

である。 

第２次救急医療施設、第３次救急医療施

設の高次医療施設は、市町をまたいで広域

の通院が必要となり、地域間路線を維持・

確保していく必要がある。 

 

 

図 16 医療施設の位置 

(4)福祉施設 

国道 136 号、国道 135 号、国道 414 号の伊

豆市の修善寺地区、県道下田松崎線などの主

要な道路沿いに立地している福祉施設（高齢

者関連）が多く見受けられる。 

一部の施設でバス路線から離れた立地も

見られるが、大半の施設は独自の送迎サービ

スなどにより移動手段を確保しており、福祉

施設については、移動も含めてパッケージで

サービスを提供していることから、本計画に

おいては、検討の対象としない。 
 
 
 
 
 
 
 

図 17 福祉施設（高齢者関連）の位置 
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出典：国土数値情報 

出典：国土数値情報 

事業者便

事業者便 
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(5)商業施設（大規模小売店舗） 

伊豆市（修善寺地区）、下田市、南伊豆町、

松崎町、西伊豆町のいずれも中心部に人口が

集積しており、人口が集積した地区に大規模

小売店舗が立地している。 
大規模小売店舗は、幹線道路沿いを中心に

立地しており、路線バスを利用して施設へア

クセスすることが可能である。 
 

（大規模小売店舗：店舗面積 1,000 ㎡以上） 

 
 
 
 
 
 
 

図 18 商業施設の位置 

 
６ 関係市町における新たな施設立地等の動向 

公共交通での利用の可能性がある施設（公共施設、医療施設、商業施設、教育施設等）の施

設立地等の動向について整理する。 

学校関連施設については、平成 20 年度に下田高校（下田北高、下田南高）、平成 22 年度に伊

豆総合高校（大仁高、修善寺工業高）に統合されたほか、過去５年間で伊豆市、南伊豆町、松

崎町で小学校の統廃合が５件あった。今後、伊豆市土肥地区で小中学校の統合（平成 30 年４月）

や、修善寺地区で３中学校の統合（平成 32 年４月）が予定されており、通学に係る公共交通の

利用に影響が出ることが予測され、適切に公共交通網を見直していく必要がある。 

 

(1)伊豆市 

●施設立地等の動向 

伊豆市では、清掃センターの統合があるほか、コンパクトタウン＆ネットワーク構想、文教

ガーデンシティ構想が検討されており、中心市街地や周辺集落拠点などへの施設の集約化に留

意した公共交通網形成が必要となる。 
移転あるいは統合前 移転あるいは統合後 

施設名 現所在地 施設名 事後の所在地 

実施時期 

伊豆市清掃センター 

土肥リサイクルセンター 

土肥戸田衛生センター 

柏久保 68-1 

土肥 1481-4 

小土肥1460-3

（仮称）伊豆市

伊豆の国市清掃

センター 

佐野 平成 34 年 4月 

※コンパクトタウン&ネットワーク構想：中心市街地（修善寺駅周辺）、周辺集落拠点（土肥、中伊豆、天城湯ヶ島） 

※文教ガーデンシティ構想      ：新中学校・こども園・公園・住宅地等（加殿・日向） 

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

国道
136号

国道
135号

国道
414号

大規模店舗
の立地

出典：静岡県資料 事業者便 
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●学校統合の動向 

伊豆市では、平成 30 年 4 月に土肥小学校を現在の土肥中学校の敷地に移設し、小中一貫校と

なる予定である。また、修善寺中学校、中伊豆中学校、天城中学校が（仮称）伊豆中学校とし

て、加殿・日向地区に統合される予定である。統合に伴い、児童、生徒の通学手段の確保の検

討が必要となる。 

統合前 統合後 

施設名（生徒児童数） 現在の所在地 施設名 事後の所在地 

実施時期 

土肥小学校（109 人） 土肥 638 （仮称）土肥小中

一貫校 

土肥 2701-1 

（現土肥中） 

平成 30 年 4月 

修善寺中学校（390 人） 

中伊豆中学校（185 人） 

天城中学校（141 人） 

柏久保 395 

八幡 407 

月ヶ瀬 853 

（仮称）伊豆中学

校 

加殿・日向 平成 32 年 4月 

 
(2)沼津市戸田地区 

●施設立地等の動向 

沼津市戸田地区では、平成 27 年 4 月に「道の駅くるら戸田」が新たにオープンし、これに合

わせて、市民窓口事務所が「道の駅くるら戸田」に移転された。当施設は、観光の情報案内に

加えて、行政機能や地域コミュニティ機能など戸田地区の拠点的な施設となっているため、公

共交通による移動手段の確保の検討が必要となる。 

移転前 移転後 

施設名 現所在地 施設名 事後の所在地 

実施時期 

戸田市民窓口事務所 戸田 339 くるら戸田 戸田 1294-3 平成 27 年 4月 

 
(3)西伊豆町 

 特になし 
 
(4)松崎町 

●施設立地等の動向 

松崎町では、下田警察署松崎分庁舎の移転が予定されている。 
移転前 移転後 

施設名 現所在地 施設名 事後の所在地 

実施時期 

下田警察署松崎分庁

舎 

松 崎 町 江 奈

170-1 

下田警察署松崎

分庁舎 

松 崎 町 峰 輪

450 

平成 30 年 

 
●学校統合等の動向 

松崎町では、平成 28 年 4 月に聖和保育園が松崎町江奈から峰輪に移転する予定である。 

移転前 移転後 

施設名（生徒児童数） 現所在地 施設名 事後の所在地 

実施時期 

聖和保育園（82 人） 松崎町江奈 470 聖和保育園 松崎町峰輪 450 平成 28 年 4 月 
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(5)南伊豆町 

●施設立地等の動向 

南伊豆町では、特別養護老人ホームの新設が予定されている。 

 
施設内容 住所 開設時期 

特別養護老人ホーム（杉並区との連携

特別養護老人ホーム） 新設 

南伊豆町加納 790 平成 30 年 1 月開設 

 
(6)下田市 

 特になし 
 
 
 
７ 産業構造、事業所、従業者分布 

当地域は、明治・大正・昭和初期にかけて、豊かな森林を生かした林業と周囲に良好な漁場

をもつ漁業を中心に産業活動が続けられてきた。その後、地域全体としては林業と入れ替わる

ように観光産業が台頭し、現在では、観光及び関連する産業が地域経済の中心になっている。 
観光資源としては、海・山・温泉等の自然に恵まれ、また、温暖な気候や歴史・文化資源、

特色のある農林水産物を有している。水産業では、近海に多くの好漁場があるため、各地の漁

港を拠点として、キンメダイ、イセエビ等多種多様な水産物が、水揚げされている。農産物は、

温暖な気候に恵まれて古くから柑橘や花き等の栽培が行われているほか、山間地においては、

わさび栽培や畜産が営まれており、カーネーション、わさび等が特産品となっている。 
 
(1)市町別産業構造 

産業構造を市町別に示す。 

沼津市戸田地区を除く管内

の市町は、第３次産業の割合

が県全体に比べ高い傾向にあ

り、地域全体では約 73％であ

り、県全体の約 61％よりも高

く、当地域の基幹産業が観光

である特徴を示している。 

また、１次産業の割合は、

いずれの市町も県全体より高

いが、特に沼津市戸田地区の

割合が高い。 

 

図 19 市町別産業構造       
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12.8%

23.0%
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県計(n=1897194)
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沼津市戸田地区(n=1606)

下田市(n=11863)

伊豆市(n=17079)

南伊豆町(n=4330)

松崎町(n=3578)

西伊豆町(n=4280)

第1次産業 第2次産業 第3次産業 分類不能

出典：国勢調査 
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(2)事業所の分布 

各地区の事業所の分布を示す。 
国道 135 号、国道 136 号、国道 414 号の

伊豆市修善寺地区、県道伊東修善寺線、県

道下田松崎線などの道路沿いに事業所が

分布している。特に、伊豆市内の修善寺駅

周辺や県道伊東修善寺線沿い、下田市から

南伊豆町への幹線道路沿い等に多く分布

している。事業所はバス路線に沿って概ね

分布しているが、一部離れた立地がある。 

 
 
 
 
 
 
 

図 20 事業所数（500ｍメッシュ）    

（出典：平成 21 年経済センサス） 

 
(3)従業者の分布 

各地区の従業者の分布を示す。 
(2)に示した事業所の分布に類似して、

国道 135 号、国道 136 号、国道 414 号の伊

豆市修善寺地区、県道伊東修善寺線、県道

下田松崎線などの道路沿いなどに従業者が

分布している。 

特に伊豆市の修善寺駅や国道 414 号、県

道伊東修善寺線沿いや、下田市から南伊豆

町への国道 136 号沿い等に多く分布してい

る。 

従業者は、事業所と同様にバス路線に沿

って概ね分布しており、公共交通の利用が

可能な従業員が多いことが想定されるが、

住民アンケート調査において、当地域の 20

歳代から 60 歳代では、約 75％が自動車で

の通勤を選択している現状がある。 

図 21 従業者数（500ｍメッシュ）   

（出典：平成 21 年経済センサス） 

事業所の定義： 
事業所とは、経済活動が行われている

場所ごとの単位で、原則として次の条件
を備えているものをいう。 

一定の場所（１区画）を占めて、単一
の経営主体のもとで経済活動が行われて
いること。 

従業者と設備を有して、物の生産や販
売、サービスの提供が継続的に行われて
いること。 

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

国道
136号

国道
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国道
414号

下田
松崎線

伊東
修善寺線

修善寺
戸田線

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

国道
136号

国道
135号

国道
414号

下田
松崎線

伊東
修善寺線

修善寺
戸田線

幹線道路沿い
等に従業者が
分布
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８ 観光資源 

(1)観光地等の分布 

観光資源としては、海・山・温泉等

の自然に恵まれ、また、温暖な気候や

歴史・文化資源、特色のある農林水産

物も有しており、首都圏への近接性を

活かしたグリーン・ツーリズム、スポ

ーツツーリズム等の体験型・交流型の

観光が増えてきている。右図は観光地、

ジオパーク、道の駅の分布状況を示し

ているが、幹線道路沿いを中心に分布

している。 
観光に関する動向として「伊豆半島

ジオパーク」が平成 24 年に日本ジオパ

ークネットワークに加盟し、世界ジオ

パークネットワークへの加盟を目指し

ている。このような中、当地域を含む

伊豆半島内の７市６町が連携して、「伊

豆半島ジオパーク」をリーディングプロジェクトとして観光を中心とした地域振興を推進し

ていく「伊豆半島グランドデザイン」を平成 25 年に策定した。さらに当地域は豊かな森林と

国指定名勝「伊豆西南海岸」に代表される美しい自然環境、景観に恵まれているほか、地域

の歴史・文化に根ざした多くの文化財が存在している。 

 

観光地の公共交通のカバー率を算出

した結果が右表のとおりである。バス

停 300m 圏域とすると、公共交通を利用

できる範囲に 7割以上が立地しており、

公共交通の観光利用の増加の可能性が

あることが分かる。 

 
(2)観光地利用者数 

観光客の利用が多い施設は、下田市の南

東部（白浜海水浴場、爪木崎等）、伊豆市

の修善寺周辺（修善寺虹の郷等）、伊豆市

天城湯ヶ島地区の国道 414 号沿いや土肥

港の周辺、西伊豆町及び松崎町の国道 136

号沿い等に立地している。 

利用の多い観光地は、概ねバス路線沿い

に立地しており、公共交通でカバーして 

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

国道
136号

国道
135号

国道
414号

下田
松崎線

伊東
修善寺線

修善寺
戸田線

図 22 観光地および道の駅分布（ジオパーク含む）

表 12 観光施設の公共交通によるカバー率 

鉄道500m、バス停300ｍ圏域カバー状況

市町別
観光

利用者数

公共交通
カバー

観光利用者数

公共交通の
カバー率

沼津市戸田地区 84,297 69,970 83.0%
下田市 1,460,018 1,190,168 81.5%
伊豆市 2,074,628 1,611,321 77.7%
南伊豆町 235,010 184,547 78.5%
松崎町 124,659 124,659 100.0%
西伊豆町 528,690 387,796 73.4%

全体 4,507,302 3,568,461 79.2%

表 13 観光施設利用者の公共交通によるカバー率

鉄道500m、バス停300ｍ圏域カバー状況

市町別
施設数

公共交通
カバー施設数

公共交通の
カバー率

沼津市戸田地区 5 2 40.0%
下田市 26 18 69.2%
伊豆市 43 31 72.1%
南伊豆町 10 8 80.0%
松崎町 7 7 100.0%
西伊豆町 16 10 62.5%

全体 107 76 71.0%

ジオパーク構成施設
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17,780 
9,338 

5,481 
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681 
513 
464 

0 5,000 10,000 15,000 20,000

東京都
大阪府
北海道
京都府
沖縄県
千葉県
福岡県
愛知県

神奈川県
静岡県
山梨県
兵庫県
長野県
岐阜県
長崎県
熊本県
広島県
大分県
石川県
滋賀県

※上位20都道府県を示す

単位：千人泊 

いる観光施設の利用者数を観光利用者数で

除した率を算出した結果が表13のとおりで

ある。利用者数ベースでは、79.2％がカバ

ーできており、公共交通を利用して観光で

きる可能性が確認できる。 

(3)道の駅 

道の駅は、道路利用者のための休憩機能

及び利用者と地域住民への情報発信機能を

備えた施設である。当地域内の施設の一覧を

下表に示す。天城越え、開国下田みなとにお

いて駐車容量が大きい。くるら戸田は、観光

の情報発信機能に加え、市民窓口事務所、地

区センター、高齢者交流ルームが設置されて

おり、観光来訪者のみならず、地域住民の生

活の拠点となっている。 
いずれの道の駅も、付近にバス停が存在

するが下賀茂温泉湯の花は、施設前にバス

停がないため、改善を図る必要がある。 
表 14 道の駅の施設 

道路
情報

宿泊
施設

風呂 温泉
レスト
ラン
軽食

売店
山地

直売所
レンタ

サイクル
レストラン 風呂 料金

「花の三聖苑」伊豆松崎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9:00～17:00 9:00～19:30 500円

下賀茂温泉　湯の花 ○ ○ ○ なし なし -

開国下田みなと ○ ○ ○ ○ ○
11:00～15:30
17:00～20:00

なし -

くるら戸田 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00～21:00 10:00～21:00 500円

天城越え ○ ○ ○ 10:30～15:30 なし -

伊東マリンタウン ○ ○ ○ ○ ○ ○
11:00～20:30
（季節変動あり）

5:00～21:00
（季節変動あり）

1000円
（季節変動あり）

伊豆のへそ ○ ○ ○ ○ なし なし -

名称

施設 施設営業情報 備考（地域の方の交流施設など）

大型 小型
障が
い者

計

5 87 2 94

3 51 2 56 観光案内所

10 207 6 223 会議室、市民ギャラリー、観光協会窓口

3 42 2 47
市民窓口事務所、地区センター、高齢者交流ルーム、交流ロビー、
観光情報発信

8 188 6 202 森の情報館等

14 293 6 313 観光案内所

14 52 2 68

駐車場

 
 

(4)観光交流客数推移 

当地域は就業人口から、観光が主要産業となっているこ

とが明らかであるが、平成 26 年度の観光交流客数と宿泊

客数はそれぞれ 845 万人、241 万人となっている。県全体

に占めるシェアはそれぞれ 5.7％、12.5％となっており、

宿泊客の占めるウェイトが高い。しかし、５年前と比較す

ると、観光交流客数は 55 万人、宿泊客数は８万人減少し

ており、震災前の水準まで未だ回復していない。また、県

全体に占めるシェアも低下している。 

 静岡県における外国人の延べ宿泊者数は平成 27 年（速

報値）において 176 万人泊であり全国 10 位である。平成

23 年の 33 万人泊と比較すると 5.3 倍に増加しており、全

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

国道
136号

国道
135号

国道
414号

下田
松崎線

伊東
修善寺線

修善寺
戸田線

観光利用者が
多い施設が
立地する地区

図 23 観光地利用者数 

図 24 都道府県別外国人延べ 
宿泊客数（平成 27 年） 
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国の増加率と比べても静岡県の増加傾向が顕著である。外国人の観光需要が増加することによ

り、外国人向けに公共交通の利用促進策を講ずることにより、公共交通の利用者の増加につな

がることが期待できる。 

表 15 外国人延べ宿泊客数の推移（全国と静岡県） （単位：千人泊） 

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成27年／平成23年

全国 18,416 26,314 33,496 44,825 66,373 3.60

静岡県 334 494 560 786 1,760 5.28  
（出典：観光庁・宿泊旅行統計調査）※全施設の外国人実宿泊数  
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静岡県 136,713 138,241 140,749 138,433 129,661 138,081 144,968 147,935

伊豆市 4,071 3,791 3,321 3,188 3,051 3,231 2,975 3,420

下田市 3,465 3,468 3,038 3,010 2,346 2,943 2,893 2,929

西伊豆町 1,199 1,162 1,043 984 768 776 814 862

松崎町 531 490 443 419 338 347 351 330

南伊豆町 1,076 1,049 936 898 838 771 812 725

沼津市戸田 245 235 226 218 204 227 211 186

管内計 10,588 10,195 9,006 8,717 7,545 8,294 8,056 8,452

単位：千人/年
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静岡県 19,332 18,722 17,231 16,938 16,842 17,902 18,220 19,294

伊豆市 961 864 749 770 826 835 797 801

下田市 1,213 1,142 933 827 728 844 852 933

西伊豆町 365 343 306 309 260 283 283 286

松崎町 191 183 126 114 93 95 94 89

南伊豆町 275 259 247 244 202 222 215 210

沼津市戸田 127 128 123 110 106 127 105 89

管内計 3,132 2,918 2,484 2,374 2,215 2,406 2,346 2,408
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

静岡県 12,058 15,167 9,588 12,424 20,041 10,446 9,968 13,742 9,268 11,725 10,059 12,964 147,935

伊豆市 235 310 219 237 503 226 228 406 229 195 265 367 3,420

下田市 82 349 207 287 950 135 90 118 98 108 328 177 2,929

西伊豆町 57 78 54 82 144 77 65 89 50 49 47 70 862

松崎町 49 28 14 27 68 27 16 20 15 14 13 41 330

南伊豆町 27 39 26 60 143 38 31 36 28 31 122 144 725

沼津市戸田 9 12 7 23 55 10 9 15 11 11 8 15 186

管内合計 460 816 526 716 1,863 512 439 685 431 408 783 814 8,452

単位：千人/月
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千
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／
月
）

市
町
・
管
内
・
観
光
交
流
客
数

（
千
人
／
月
）

伊豆市 下田市 西伊豆町 松崎町

南伊豆町 沼津市戸田 管内合計 静岡県

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

静岡県 1,373 1,463 1,191 1,553 2,537 1,432 1,416 1,622 1,533 1,410 1,428 1,852 18,810

伊豆市 65 63 47 64 122 57 56 74 61 58 55 79 801

下田市 45 68 44 98 200 73 50 69 63 62 65 96 933

西伊豆町 18 21 19 24 36 22 26 30 21 23 21 25 286

松崎町 6 7 5 9 20 7 6 7 6 5 4 7 89

南伊豆町 11 16 11 20 42 14 14 16 15 14 17 21 210

沼津市戸田 5 6 3 6 19 4 5 7 7 9 7 10 89

管内合計 150 182 130 221 441 176 157 203 172 170 170 237 2,408

単位：千人/月
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光
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南伊豆町 沼津市戸田 管内合計 静岡県

 

観光交流客数（年度別） 

観光宿泊客数（年度別） 

観光交流客数（平成 26 年度月別） 

観光宿泊客数（平成 26 年度月別） 

図 23 観光交流客数、宿泊客数の推移（年別・月別） 
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(5)宿泊地（宿泊容量メッシュ） 

玄関口である修善寺駅、伊豆急下田

駅、土肥港周辺のほか、海岸沿いや、

温泉地、主要な観光施設が立地する幹

線道路沿いに宿泊量が集中している。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上図の宿泊容量（人数）を、公共交通でどれほどカバーできているかを図上で算出した結果

が下表のとおりである。バス停から 300m 圏域の宿泊容量カバー率は 40～70％程度であり、沼

津市戸田地区や松崎町は比較的高いことから、公共交通で利用しやすい（バス停に近い）宿泊

施設が多いと言える。 

以上から、観光施設は公共交通で比較的カバー（表 13）されており、公共交通を利用した観

光周遊の可能性があるが、宿泊施設では、公共交通を利用しづらい施設がある程度存在する（表

16）と言える。 

 

表 16 宿泊容量の公共交通によるカバー率 

  

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

国道
136号

国道
135号

国道
414号

下田
松崎線

伊東
修善寺線

修善寺
戸田線

宿泊量が集中
する地区

図 24 宿泊地（宿泊容量メッシュ） 

鉄道500m、バス停300ｍ圏域カバー状況
宿泊人数

(H22)
宿泊料カバー

(H22)
公共交通の

カバー率
沼津市戸田地区 656 473 72.2%
下田市 4,762 2,417 50.7%
伊豆市 7,265 3,587 49.4%
南伊豆町 1,659 671 40.4%
松崎町 891 622 69.8%
西伊豆町 1,763 709 40.2%

全体 16,997 8,479 49.9%

カバーして 

いる容量 
宿泊容量 
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１－２ 公共交通の状況 

１ 公共交通網の状況 

(1)公共交通網の概況 

当地域の公共交通網は、鉄道、航路を地域の玄関口として、地域内は路線バス網を中心に公

共交通網が形成されている。 

鉄道は、熱海駅から伊東駅間をＪＲ伊東線が、伊東駅から東海岸に沿って伊豆急下田駅まで

伊豆急行線が、三島駅から修善寺駅までを伊豆箱根鉄道駿豆線が運行している。 

航路は、下田港等を拠点とした大島など伊豆七島への航路があるほか、駿河湾フェリーは土

肥港から清水港を接続し、富士山を望むことができる本県観光の重要な航路となっている。 

路線バスについては、東海岸

の国道 135 号、西沿岸の国道

136 号、半島中央の国道 414 号、

県道などを中心にバスが運行

している。 

当地域には鉄道がなく、基幹

的な公共交通を路線バスが担

っているが、人口の減少や自家

用車の普及等により、利用者の

減少が進んでいる。 

直近の５年間で路線バスの

退出による新たな交通空白地

域の発生はないが、公共交通が

存在しない交通空白地域が把

握されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
(2)公共交通の利用状況の推移 

公共交通（鉄道、バス、フェリー）の利用者数は、平成 24 年度から 25 年度にかけて若干の

増加傾向にあったが、平成 26 年度において前年よりも 277 千人減少している。 

図 25 公共交通網の概況 

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

駿河湾
フェリー

伊豆箱根鉄道 
駿豆線 

伊豆急行線

修善寺駅 

牧ノ郷駅 

伊豆急下田駅 
蓮台寺駅 
稲梓駅 

戸田運送船 
（沼津ホワイトマリン） 
（ H26.8廃止）

神新汽船 

（フェリーあぜりあ） 
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伊豆急行：下田駅、蓮台寺駅、稲梓駅の年間乗降人員の合計、伊豆箱根鉄道：修善寺駅、牧ノ郷駅の年間乗降人員
東海バス：対象地域での年間輸送人員
伊豆箱根バス：対象地域での年間輸送人員、フェリー：年間輸送人員

単位：人/日

1,655 1,627 1,642

2,068 2,046
1,949

1,301 1,276
1,209

630 689
615

242 246 219
139 195 168

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2012年（H24） 2013年（H25） 2014年（H26）

鉄道（ 伊豆急行） 鉄道（ 伊豆箱根鉄道）

路線バス（ 東海バス：自主運行） 路線バス（ 東海バス：市町村運行）

路線バス（ 伊豆箱根バス） フェリー

合計：6,035千人/年 合計：6,079千人/年 合計：5,802千人/年

） （市町自主運行バス）

 
図 26 公共交通の利用状況の推移 

 

(3)公共交通による人口カバー率 

当地域での公共交通（鉄道駅半径 500m、バス停半径 300m）による人口カバー率は 68.5％と

なっている。 

市町別では、伊豆市、下田市が比較的高い一方、西伊豆町、南伊豆町、松崎町が比較的低い。

地区別では、伊豆市や西伊豆町において、人口が分布していながらバスが運行していないエリ

アがあるほか、南伊豆町においては、山間部で人口が分散しているため、バスが運行できない

エリアがある。    

公共交通カバー
人口

公共交通の
人口カバー率

3,323 2,152 64.7%
稲梓地区 2,572 1,586 61.7%
稲生沢地区 7,313 6,870 93.9%
下田・武ガ浜地区 5,668 4,458 78.6%
朝日地区 4,208 2,399 57.0%
白浜地区 2,145 1,073 50.0%
浜崎地区 3,107 2,121 68.3%
合計 25,013 18,507 74.0%
修善寺地区 15,273 12,652 82.8%
土肥地区 4,389 2,971 67.7%
天城湯ヶ島地区 6,691 4,334 64.8%
中伊豆地区 7,849 4,698 59.9%
合計 34,202 24,655 72.1%
南崎地区 876 532 60.8%
南中地区 2,721 1,888 69.4%
三浜地区 1,070 445 41.6%
竹麻地区 2,729 1,663 60.9%
三坂地区 894 507 56.7%
南上地区 1,226 610 49.8%
合計 9,516 5,646 59.3%
中川地区 1,588 1,025 64.5%
岩科地区 1,012 666 65.8%
三浦地区 881 410 46.5%
松崎地区 4,172 2,460 59.0%
合計 7,653 4,560 59.6%
仁科地区 3,896 2,488 63.9%
宇久須地区 1,807 656 36.3%
安良里地区 1,284 718 55.9%
田子地区 2,482 1,689 68.1%
合計 9,469 5,551 58.6%

89,176 61,071 68.5%

南伊豆町

松崎町

西伊豆町

合計

地区別人口（Ｈ22
国勢調査）

沼津市戸田地区

下田市

伊豆市

  

バス停半径300mの人口
＝200人×25％＝50人

メッシュの25％がバス停半径
300mにかかっている

メッシュの人口は
200人

バス停

バス停
半径
300m
圏域

500m
メッシュ

※公共交通カバー率の算出方法 
・鉄道駅から半径 500m、バス停から

半径 300m の円に重なるメッシュに

ついて、重なる面積を算定 

・メッシュ全体のうち重なる面積の割

合をメッシュの人口にかけ、カバー

人口を算出 

※通院、通学のみのために運行する便

は考慮していない 

表 17 公共交通による人口カバー率 
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戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

       
図 27 公共交通（鉄道、バス）による人口カバー状況 

 
(4)鉄道の運行概況 

鉄道は、熱海駅から伊東駅間をＪＲ伊東線が、伊東駅から東海岸に沿って伊豆急下田駅まで

伊豆急行線が、三島駅から修善寺駅までを伊豆箱根鉄道駿豆線が運行している。 
 

●伊豆箱根鉄道駿豆線の概況（当地域に立地する鉄道駅：修善寺駅、牧ノ郷駅） 

 修善寺駅→三島方面（上り） 三島→修善寺駅方面（下り）

各駅停車 69 本（始発：5:29 発、終発 22:56 発） 70 本（始発：6:20 着、終発 22:56）

特急踊り子号（毎日運行） ２本 ２本 

特急踊り子号（日曜運行） ２本 １本 

特急踊り子号（指定日運行） １本 １本 

 （出典：伊豆箱根鉄道ホームページ 平成 28 年３月時点） 

 
●伊豆急行線の概況（当地域に立地する鉄道駅：伊豆急下田駅、蓮台寺駅、稲梓駅） 
  伊豆急下田駅→伊東方面（上り） 伊東→伊豆急下田駅方面（下り）

各駅停車 29 本（始発/5:40 発、終発/22:40 発） 29 本（始発/6:49 着、終発/23:37 着）

特急踊り子号（毎日運行） 6 本 6 本 

特急踊り子号（指定期間運行） 上記の他 3月など 

日によって追加便あり 

上記の他 3月など 

日によって追加便有あり 

 （出典：伊豆急行ホームページ 平成 28 年３月時点） 

(5)フェリーの運行概況 

駿河湾フェリーは清水港から土肥港 へ１日４往復運行しており、土肥港でバス路線と接続

している。 

※鉄道駅から半径 500m、バス

停から半径300mの人口カバ

ー率（GIS にて計測） 

 

※人口が分布しているが、路

線バスでカバーできていな

い主な地区を赤丸で図示。 

稲梓 

白浜 
大沢 

冷川 

中伊豆 

スカイランド 

日向・ 

佐野・雲金 

湯船・北又 

吉田 

青野 

神田 

野畑 



29 

●駿河湾フェリーの概況（当地域に立地する港：土肥港） 
  土肥港→清水港 清水港→土肥港 

ドック期間等を除く毎日 ４本 

（土肥港発/9:20、12:00、14:40、17:20）

４本 

（土肥港着/9:05、11:45、14:45、17:05）

 （出典：エスパルスドリームフェリーホームページ 平成 28 年３月時点） 

 
 (6)タクシーの概況 

タクシー事業者は、当地域で９社あり、車両数は合計 153 台（うち２台が UD 車両）である。 

タクシーの営業所は伊豆市、下田市、西伊豆町、

沼津市戸田地区に立地している。西伊豆町や沼津

市戸田地区は営業所があるものの、車両数は少な

く、また松崎町や南伊豆町は営業所がないため、

地域内交通の検討の際の留意事項となる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 28 タクシー事業者の状況 

 (7)バス路線の区間所要時間 

赤字は、バス路線網の主要区間の所要時間、青字は同区間を自動車で移動した場合の所要時

間を示している。各市町の拠点間のバス、自動車の所要時間の比較は下表のとおりである。バ

スは自動車に比べて 1.2～1.6 倍の所要時間がかかり、利用促進を図るためには、乗車時間の短

縮化を図る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 29 バス路線の区間所要時間 

距離

バス
所要
時間
※
（A）

自動車
所要
時間
※※
（B）

自動車に対して
バスのかかる
時間の割合

（A）/ （B)

修善寺駅-戸田間 約23km 約50分 約36分 1.4
修善寺駅-土肥間 約28km 約53分 約38分 1.4
修善寺駅-堂ヶ島間 約47km 約92分 約62分 1.5
修善寺駅-松崎間 約50km 約100分 約67分 1.5
松崎-伊豆急下田駅間 約26km 約50分 約39分 1.3
松崎-下賀茂間 約32km 約67分 約43分 1.6
下賀茂-

伊豆急下田駅間
約11km 約25分 約17分 1.4

伊豆急下田駅-
石廊崎間

約17km 約31分 約25分 1.2
修善寺駅-

伊豆急下田駅間
約52km 約120分 約74分 1.6

※東海自動車時刻表より

※※NAVITIMEにて試算

1.5

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

4台

27台
16台 21台

5台

8台

38台

5台

29台

市郡 番号 事業者名 営業所名 車両数 UD車両数

沼津市 ① 戸田交通 本社 4

② 伊豆急東海タクシー 下田 27 1

③ ヒフミ自動車 本社 16

④ 栄協 本社 21

⑤ 伊豆土肥交通 本社 5

⑥ 天城タクシー 本社 8

⑦ 寺山自動車 本社 29

⑧ 伊豆箱根交通 修善寺 38 1

西伊豆町 ⑨ エイ、ケイ 堂ヶ島 5

153 2

下田市

伊豆市

合計

タクシーの 
営業所が 
立地しない 

① 
⑧⑦ 

⑤ 
⑥ 

⑨ 

③ ④ 

② 

南伊豆町

松崎町

西伊豆町

伊豆市

沼津市(戸田)

下田市

50分（36分）
修善寺駅戸田

土肥港

堂ヶ島

松崎

下田駅

石廊崎港

下賀茂

53分（38分）

39分（24分）

50分

120分（74分）

25分
（17分）

31分（25分）

67分
（43分）

8分（5分）
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(8)路線バス網と運行本数 

○バス路線網と運行本数（平日） 
地域間を結ぶ路線（伊豆市～西伊豆

町～松崎町、下田市～南伊豆町、下田

市～松崎町など）は、運行本数が 1本/

時以上である。修善寺駅から出口バス

停までの間は、松崎方面への路線と、

湯ヶ島温泉までの路線、下田・河津方

面の路線が重複しており、運行本数が

2本/時以上、下田駅から日野バス停ま

での間は、下賀茂方面、仲木方面、石

廊崎方面の路線が重複しており、運行

本数が 2本/時以上である。松崎バス停

から堂ヶ島バス停の間は、西海岸線と

バサラ線、松崎町内の自主運行の路線

が重複しており、運行本数が 2本/時以

上である。一方で、地域内を運行する

バス路線については、伊豆市内を除き、

運行本数が少ない。 
 

○バス路線網と運行本数（休日） 
平日と同様の傾向にあるが、伊豆市

内、下田市内の一部路線において平日

と比較して本数が少ない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 30 路線バス網と運行本数（上：平日、下：休日） 

出典（バス路線運行本数）：各事業者 HP より（H27.09 時点） 

複数路線が重複 

複数路線が重複 

戸田地区

伊豆市 

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

戸田地区

伊豆市 

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

平日より本数が少ない 



31 

(9)路線バス運行概況 

路線バスの系統別の運行概況を以下に示す。 
 
●民間事業者による運行路線 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●市町自主運行バス 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(10)各市町の代表的な交通拠点における移動環境 (半島振興連携促進調査より) 

各市町の代表的な交通拠点を（表 18）に示す。 
鉄道駅である修善寺駅、伊豆急下田駅においては、各方面の路線バスが存在し、レンタカー

やレンタサイクル等への乗換えも可能であり、ターミナル機能を有している。 
バス停の交通拠点である下賀茂バス停（南伊豆町）、戸田バス停（沼津市戸田地区）は、路線

バスとタクシーとの接続はあるが、戸田バス停においてはバスの便数が少ないといった課題が

事
業
者

NO. 運行系統名 運行区間
運行本数
（本/日）

1 修善寺駅～地蔵堂貴僧坊～筏場 14

2 修善寺駅～姫の湯～筏場 1

3 修善寺駅～貴僧坊～筏場新田 0

4 修善寺駅～上和田橋～入屋 2

5 修善寺駅～修善寺駅口～修善寺温泉 30

48伊豆市内路線

伊
豆
箱
根

バ
ス

運行本数は片道を 1 本として 
往復合計の本数を示す 

事
業
者

系統 運行区間
運行本数
（本/日）

4011 下田駅～休暇村～仲木 1
4421 下田駅～ＭＣ・休暇村～仲木 1
4031 下田駅～休暇村～吉祥 2
4411 下田駅～ＭＣ・休暇村～吉祥 1
4032 下田駅～休暇村～石廊崎港口 10
4412 下田駅～ＭＣ・休暇村～石廊崎港口 6
4061 蓮台寺～休暇村～石廊崎港 1
4062 下田駅～休暇村～石廊崎港 1
4063 下田駅～休暇村 2
4081 下田駅～蝶ヶ野～子浦 2
4442 下田駅～ＭＣ・蝶ヶ野～子浦 2
4121 蓮台寺～中村・蝶ヶ野～伊浜 1
4124 下田駅～蝶ヶ野～吉祥 1
4161 蓮台寺～上二条・入間～仲木 1
4263 下田駅～下賀茂～上賀茂 1
4213 下田駅～下賀茂 6
4443 下田駅～ＭＣ・蝶ヶ野～下賀茂 2
4221 板戸一色～下田駅・門脇～大沢口 1
4272 下田駅～板戸一色 35
4271 金原車庫～板戸一色 1
4471 下田ＭＣ～板戸一色 4

下田海中
水族館線

4301 下田駅～海中水族館 27 27

4041 下田駅～中村大橋～大沢口 2
4042 下田駅～中村大橋～蓮台寺 9
4222 下田駅～門脇～大沢口 15
4223 下田駅～門脇～蓮台寺 12
4361 蓮台寺駅～下田高校～蓮台寺 1
4461 下田ＭＣ～門脇～大沢口 1
4511 下田駅～須崎海岸～爪木崎 7
4511 下田駅～須崎海岸～爪木崎 1
4512 下田駅～須崎海岸 7
4512 下田駅～須崎海岸 1
4481 下田ＭＣ～須崎海岸～爪木崎 1
4482 下田ＭＣ～須崎海岸 1
4543 下田駅～岩下～堀切 2
4553 下田駅～下中～堀切 6
4321 下田中学校～下田駅～金原車庫 1
4322 下田駅～金原車庫 1

バサラ峠線 5231 下田駅～蓮駅、松高～堂ヶ島 2 2
6011 修善寺駅～天城峠～下田駅 4
6012 修善寺駅～天城峠～河津駅 4

路線名

天城線

休暇村・
石廊崎線

下賀茂・
堂ヶ島線

坂戸一色線

蓮台寺・
大沢口線

須崎・
爪木崎線

一条・
下賀茂線

8

8

2金原車庫線

40

18

南
伊
豆
東
海
バ
ス

25

16

41

事
業
者

系統 運行区間
運行本数
（本/日）

5211 下田駅～蓮台寺駅～堂ヶ島 24
5213 下田駅～蓮台寺駅～松崎 8
5312 松崎～高根山バサラ～下田駅 1
5323 下田駅～蓮台寺駅～田子上 2
5022 修善寺駅～西伊豆ＢＰ～松崎 21
5021 修善寺駅～土肥・松崎～長八美術館 2
5026 黄金崎クリスタルパーク～土肥支所 1
5071 松崎～土肥温泉 3
5041 田子上～築地橋～松崎 1
5061 浦上～宇久須温泉 1
5072 松崎～旧道～宇久須 9
5073 松崎～旧道～田子上 2
5074 堂ヶ島～旧道～宇久須 1
5031 修善寺駅～土肥ＦＴ～松崎 7
5032 土肥温泉～土肥ＦＴ～松崎 2
5971 松崎～神田 3
5112 三島駅～特急～松崎 2
5132 松崎～特急～三島駅 1
5161 三島駅～快速～松崎 1
5182 松崎～準急～三島駅 2
5251 下田駅～ＭＬ･下賀茂～堂ヶ島 2
5251 下田駅～ＭＬ･下賀茂～堂ヶ島 2
5272 松崎高校～ＭＬ･差田～金原車庫 2
5271 下田駅～下賀茂～松崎高校 1
5273 下賀茂～差田～松崎高校 1

修善寺温泉場線 6352 修善寺駅～修善寺温泉 43 43
6122 修善寺駅～修善寺虹の郷 17
6142 修善寺駅～戸田 3
6161 修善寺駅～修善寺ＮＴ～修善寺虹の郷 9
6191 修善寺駅～ＮＴ循環 1
6371 ﾆｭｰﾀｳﾝ口～熊坂～修善寺駅 1
6172 修善寺駅～牧之郷～熊坂 3

天城峠線 6012 修善寺駅～天城峠～河津駅 12 12
6021 修善寺駅～本立野～昭和の森会館 9
6025 修善寺駅～本立野～湯ヶ島 10
6061 修善寺駅～本立野・吉奈～昭和の森会館 1
6301 修善寺駅～競輪学校正門～ｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂ 4
6311 修善寺駅～ｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂ 12
5022 修善寺駅～西伊豆ＢＰ～松崎 3
5029 修善寺駅～土肥～八木沢 1
5071 土肥温泉～松崎 1

路線名

ニュータウン・
虹の郷線

湯ヶ島・
昭和の森会館線

サイクル
スポーツセンター線

西海岸線

バサラ峠線

西海岸線

西海岸線
(特急・急行）

マーガレット線

松崎高校線（今年
度新設）

16

5

2

新
東
海
バ
ス

34

20

6

6

西
伊
豆
東
海
バ
ス

35

53

事
業
者

路線名 系統 運行区間
運行本数
（本/日）

6121 修善寺駅～虹の郷～戸田 7
6141 伊豆総合高校～戸田 1
6142 修善寺駅～戸田 3
5171 土肥温泉～戸田～戸田新田 3
5172 土肥温泉～戸田 7
6351 修善寺駅～修善寺温泉～湯舟口 4
6361 修善寺駅～寺山口～湯舟口 4

桐山線 6023 修善寺駅～本立野～天城の杜 11 11
6041 修善寺駅～本立野～持越温泉 3
6042 修善寺駅～本立野～湯ヶ島温泉 9
6071 修善寺駅～本立野・吉奈～持越温泉 2
6072 修善寺駅～本立野・吉奈～湯ヶ島温泉 2

長野線 6051 天城小～長野 3 3
上大沢線 6171 修善寺駅～牧之郷～上大沢 6 6

6313 修善寺駅～競輪学校 2
6261 修善寺駅～沢口 2
6262 修善寺駅～下尾野口 7
6263 下尾野口～沢口 3
6323 修善寺駅～中伊豆温泉病院～下尾野口 2
6341 伊東駅～冷川～修善寺駅 6

中伊豆温泉線 6322 修善寺駅～中伊豆温泉病院 16 16
柿木線 6081 修善寺駅～下柿木～柿木大野 4 4

6111 修善寺駅～柿木循環～修善寺駅 2
6381 修善寺駅～浮橋長者原～亀石峠 5
6382 大仁駅前～浮橋長者原～亀石峠 7
6383 大仁駅前～浮橋～田原野 1
6384 修善寺駅～浮橋～田原野 1

戸田線

22

16

下小野口・
沢口線

亀石峠線

10

8

16

土肥～
戸田線

湯舟口線

湯ヶ島温泉・
持越温泉線

新
東
海
バ
ス

11

事
業
者

路線名 系統 運行区間
運行本数
（本/日）

4242 下田駅～田牛 3
4242 下田駅～田牛 2
4251 下田駅～門脇～賀茂逆川 5
4254 下箕作～賀茂逆川 2
4081 下田駅～蝶ヶ野～子浦 1
4442 下田駅～ＭＣ・蝶ヶ野～子浦 1
4122 下田駅～蝶ヶ野～伊浜 4
4441 下田駅～ＭＣ・蝶ヶ野～伊浜 4
4131 下田駅～波勝崎口～伊浜 2
4151 みなとクリニック～上二条・入間～仲木 2
4451 下田駅～ＭＣ・上二条・入間～仲木 1
4163 下賀茂～上二条・入間～仲木 3
4192 下賀茂～上二条～仲木 4
4216 下賀茂～毛倉野～天神原 4
4262 下賀茂～蛇石～天神原 7
4352 下賀茂～毛倉野・別当～天神原 1

下賀茂～休暇村線 4071 下賀茂～休暇村 3 3
下賀茂線 4213 下田駅～下賀茂 2 2

4021 下田駅～下賀茂～石廊崎港 1
4052 下田駅～石廊崎港 3
4062 下田駅～休暇村～石廊崎港 3
4431 下田駅～ＭＣ・休暇村～石廊崎港 1

一条・下賀茂線 4541 下田駅～岩下～下賀茂 2 2
5253 松崎～雲見入谷 24
5091 松崎～池代 10
5101 松崎～八木山 17
5325 松崎～小杉原 2

西伊豆町
自主運行バス

5081 松崎～白川～宮ヶ原 6 6

子浦・
伊浜線

入間・
仲木線

蛇石・
天神原線

石廊崎港線

松崎町
自主運行バス

田牛線

賀茂逆川線

西
伊
豆

東
海
バ
ス

53

10

12

8

南
伊
豆
東
海
バ
ス

5

7

12
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ある。松崎バス停（松崎町）、堂ヶ島バス停（西伊豆町）は、路線バスの利用はしやすいが、バ

ス以外の交通手段の利用ができないという課題がある。ネットワークとして機能させるために

は結節点の機能付加、改善が必要である。 

表 18 各市町の代表的な交通拠点における移動環境 

 
※上表の注意 半島振興連携促進調査（平成 27 年度：国土交通省実施）における調査実施時点の

状況を示す。各交通拠点における交通の接続状況については、あくまでも交通拠

点に隣接し、案内等が目視できるものを示している。（このため、堂ヶ島のタクシ

ーや、松崎町のレンタサイクルは「×」となっている。） 

 
(11)結節点の接続状況 

既存路線で複数路線の起終点となっているバス停を対象として結節点の状況を整理する（対

象地区内の２駅５バス停を対象に整理）。この結果、バスから鉄道の乗継ぎや、地域内路線から

地域間路線への乗継ぎは概ね確保されているが、一部、路線バス間の乗継ぎ時間で 30 分以上要

するケースが発生する等、一部では乗継ぎが不便な結節点も存在している。 

 

図 31 結節点の状況  

○

戸田地区

伊豆市

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

伊豆箱根鉄道駿
豆線

伊豆急行線

修善寺駅
（伊豆市）

戸田バス停
（沼津市戸田地区）

土肥港バス停
（伊豆市）

堂ヶ島バス停（西伊豆町）

松崎バス停
（松崎町）

下賀茂バス停
（南伊豆町）

下田駅
（下田市）

路線間の乗継ぎで不便な場合が
見られる結節点

・戸田⇒土肥方面と修善寺方面の一部
・土肥港⇒フェリーと松崎方面、修善寺

方面の一部
・松崎⇒八木山方面、雲見温泉方面と

下田方面
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＜結節点の接続状況＞   

修
善
寺
駅

伊豆箱根鉄道

・17時台
→4分、20分、

36分、52分着

三島から

松崎行 17：45、18：45発(鉄道8本に対し2本）

戸田行 17：30、18:50発(鉄道8本に対し2本）

湯ヶ島行 17：10、17：40、18：30、19：30発

持越温泉行 17：40発(鉄道8本に対し1本）

柿木大野行 18：10発(鉄道8本に対し1本）

中伊豆温泉病院行 17：10発(鉄道8本に対し1本）

下尾野口行 17：45、19；15発(鉄道8本に対し2本）

沢口行 －発（なし）

上大沢行 16：00発(鉄道8本に対し1本）

湯舟口行17：40、18：38発(鉄道8本に対し2本）

①伊豆市＜修善寺駅＞

修
善
寺
駅

○バス→鉄道の結節状況（朝時間帯）通勤・通学

伊豆箱根鉄道

・午前７時台
→5分、18分、31分
41分、54分発

至三島

松崎発 6：40、7：25、7：45着

戸田発 6：58着

湯ヶ島発 7：01、7：20、7：37、7：50着

持越温泉発 7：01、7：50着

柿木大野発 7：30着

中伊豆温泉病院発 7：55着

下尾野口発 7：01、7：55着

沢口発 7：55着

上大沢発 6：52、7：27着

湯舟口発 6：48、7：34着

修
善
寺
駅

伊豆箱根鉄道

・午前11時台
→11：08

踊り子号到着
（毎日運行）

三島から

堂ヶ島・松崎行 11：20発

戸田、修善寺温泉、虹の郷行 11：30発

湯ヶ島温泉行 11：35発

○鉄道→バスの結節状況（踊り子号の到着）観光

○鉄道→バスの結節状況（夕方時間帯）通勤・通学

修
善
寺
駅

伊豆箱根鉄道

・14時台→14：06
踊り子号到着
（毎日運行）

三島から

堂ヶ島・松崎行 14：25発

戸田、虹の郷行 14：20発

湯ヶ島温泉行 14：35発

修善寺温泉行 11：20発

修善寺温泉行 14：14発

持越温泉行 16：21発

持越温泉行 16：21発

・午前６時台
→1分、24分、32分
44分、57分発

・18台
→7分、23分、

39分、55分着

鉄道の本数が多く、短い
乗り継ぎ時間で接続

バス本数は限られて
おり接続に課題

踊り子号に概ね接続
（ただし、持越温泉については一日の運行本数が接続できない）

 
 
 
 

 

○バス同士の結節状況○バス、フェリーの結節状況

土肥温泉

土肥港

至修善寺

至戸田

至堂ヶ島

駿河湾フェリー
至清水港

清水港行き
09：20発
12：00発
14：40発
17：20発

土肥港行き
09：05着
11：45着
14：25着
17：05着

・土肥温泉着
07：54着
10：40着
15：55着
17：25着
18：05着

・土肥温泉発
06：50発
13：00発
16：35発
17：35発
18：30発

・土肥温泉発
08：03発
10：50発
15：50、14：22発
17：52発
19：10発

○戸田→修善寺の乗り継ぎ○修善寺→戸田の乗り継ぎ

・土肥温泉着
接続なし
12：41着
16：16着
17：16発
17：51発

戸田

・戸田着
07：20着
13：30着
17：05着
18：06着
19：01着

・戸田発
07：24発
10：10発
15：25発
16：55発
17：35発

・戸田発
06：35発

・戸田着
19：44着

・戸田発
06：10発
07：20発
10：00発
12：00発
14：20発
17：00発
18：06発
18：30発
19：01発

・戸田着
08：26着
10：05着
12：20着
15：10着
16：35着
18：18着
19：38着

至土肥温泉

至修善寺

至江梨、沼津

○バス路線～フェリーの乗継

・（バス）土肥港発
※修善寺行き
09：29発
12：17発
14：49発
17：49発

・（バス）土肥港着
※松崎始発
08：39着
11：47着
14：19着
16：47着

・（バス）土肥港着
※修善寺始発
08：58着
11：23着
14：23着
16：18着

・（バス）土肥港発
※松崎行き
09：30発
12：15発
14：40発
17：20発

○バス路線

○デマンド交通（戸田～江梨）

・戸田着
08：47着
09：47着
11：17着
12：37着
15：12着
17：12着

・戸田発
07：50発
08：50発
10：20発
11：40発
14：15発
16：15発

江梨へ

• 戸田において各方面のバス路線、デマンド交通が接続す
る。デマンド交通から路線バスの接続の状況をみると、赤
文字で示す便は30分以内の接続が無い便となっている

• 駿河湾フェリーと路線バス、路線バスでの戸田方面と修善
寺方面の接続は概ね良い（10～20分で接続）が、一部便
（下図で赤文字で示す便）は30分以上の接続である。

・踊り子号からの接続

について、概ね接続

できている。（一部路

線については運行本

数が少ないため接続

できていない） 

※接続が 30 分以上と

なるダイヤについて

赤文字で表示 

・到着する鉄道が 2 時

間あたり概ね 8 本程

度 で あ る こ と に 比

べ、各方面のバスは

1～2 本となってお

り、30 分以内での接

続が困難なダイヤが

ある 

※これらは 30 分以内で

の接続が困難なダイヤ

あるいは接続できない

路線（赤文字で表示）と

言える 

①伊豆市＜修善寺駅＞ 

②伊豆市＜土肥港＞ ③沼津市戸田地区＜戸田＞ 
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○バス同士の結節状況（堂ヶ島、松崎）

堂
ヶ
島

仁
科
車
庫

松
崎

至宮ヶ原

至土肥、修善寺

至下田

至八木山

至雲見温泉

下田方面～修善寺方面の乗継ぎ
・修善寺方面が概ね2本/時
・下田方面バスは概ね1本/時
・下田線⇔修善寺線は乗継ぎ10分
→乗継ぎ状況は良い

宮ヶ原方面～下田、修善寺方面の乗継ぎ
・宮ヶ原線は3往復/日
・修善寺方面は10～20分で乗継可能
・下田方面は往路の乗継ぎが30分以上あり不便

八木山方面～下田、修善寺方面の乗継ぎ
・八木山線は8.5往復/日
・修善寺方面は10～30分で乗継可能
・下田方面乗継時間が30分以上あり不便

雲見温泉方面～下田、修善寺方面の乗継ぎ
・八木山線は13往復/日
・修善寺方面は10分以内で乗継可能
・下田方面乗継時間が30分以上あり不便

• 八木山方面、雲見温泉方面から下田方面への乗継ぎが30
分以上ある場合があり、不便

• 宮ヶ原方面から下田方面への乗継ぎが30分以上あり不便

 

 

下賀茂

至天神原（7往復/日）

至伊浜（11往復/日）

至入間・仲木（6往復/日）

至下田（1往復/日）

至下田

5分以内で乗継可能

10分以内で乗継可能

○バス同士の結節状況

 

天神原線（図中水色）と下賀茂線（図中緑色）については、下賀茂バス停で常に 5 分以内で乗継ぎが可能となってお

り、便利な状況である。 

入間・仲木線（図中紫色）と下賀茂線（図中緑色）については、下賀茂バス停で 10 分以内で乗継ぎが可能となってお

り、便利な状況である。 

 
 
 
 

④西伊豆町＜堂ヶ島＞ ⑤松崎町＜松崎＞ 

⑥南伊豆町＜下賀茂＞ 
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伊
豆
急
下
田
駅

○バス→鉄道の結節状況（朝時間帯）通勤・通学

伊豆急行
・午前６時台 →07、42分発
・午前７時台 →13、35分発
・午前８時台 →17分発

石廊崎発 7：06、7：57着

下賀茂発

6：17、6：36、6：46、
6：52、7：34、7：53着

田牛発 7：44、7：20、7：37、7：50着

爪木崎、須崎海岸発 7：52着

坂戸一色発 7：00、7：27、7：46着

下賀茂発（岩下経由） 7：57着

松崎発 6：49、7：22、7：43、8：01着

大沢口発 7：55着

下田高校行き（バス）
下田駅を
・7：27、7：34、7：53、
7：57、8：05発

下田MC行き（バス）

下田駅を
・7：52、8：26、8：46発

○鉄道→バスの結節状況（踊り子号）観光利用

伊
豆
急
下
田
駅

伊豆急行

河津方面より

石廊崎行 12：35発

下賀茂行 13：00発

田牛行 15：45発

爪木崎、須崎海岸行 13：30発

坂戸一色行 12：20発

下賀茂（岩下経由）行 13：10発

松崎行 12:30発

大沢口行 13：00発

・12時台→12：12
ｽｰﾊﾟｰﾋﾞｭｰ
踊り子号到着
（毎日運行）

赤文字は接続
待合せ30分以上の
バスダイヤ

伊
豆
急
下
田
駅

伊豆急行
・17時台 →16、43分着
・18時台 →06、50分着

河津より

石廊崎行 16：00、16：40、17：40、17：20発

下賀茂行 17：45、18：10、19：05発

田牛行 なし

爪木崎、須崎海岸行 17：50発(鉄道4本に対し1本）

坂戸一色行 17：15、17：55、18：25、18：55発

下賀茂行（岩下経由） 18：25発(鉄道4本に対し1本）

松崎行 17：20、18：15発(鉄道4本に対し2本）

大沢口行き 17：15、17：40、18：15、18：55発至河津
バス本数は限られ
ており、一部方面に
接続に課題

○鉄道→バスの結節状況（夕方時間帯）通勤・通学

 
 
 
 

２ サービス提供範囲（高校通学、病院通院可能圏域） 

(1)高校への通学可能路線 

当地域内の高校及び当地域外の主要高校（計８校）を対象として公共交通による通学可能圏

域を調べた。当地域内のほとんどの市町から運行ダイヤ上は路線バスを利用して複数の高校へ

通学が可能である。西海岸線の始発時間は早く運行頻度が比較的充実しており、西伊豆町の沿

岸部においては、長時間の乗車や伊豆箱根鉄道への乗換えがあるものの、いずれの高校にも通

学が可能となっている。（図 31）で整理した通学が可能な高校と、高校生アンケート調査にお

ける実際の通学先（表 11）を対照すると、（図 31）の通学可能範囲内で通学している実態が確

認できる。 

下田市、伊豆市、南伊豆町の一部路線において、路線バス利用による通学が可能な高校が１

校だけであり、高校の選択肢が限られている。沼津市戸田地区、伊豆市、下田市の一部路線に

は、路線バスによる通学ができない区間が存在する。 

※通学可能エリア：高校の最寄バス停まで午前８時 15 分に到着可能なエリア（鉄道利用、乗継

ぎ等も含む） 

(2)病院への通院可能路線 

当地域内の第２次救急医療機関と、近接する伊豆今井浜病院や第３次救急医療機関である順

天堂大学附属静岡病院について、公共交通による通院が可能な路線を調べた結果、概ねの市町

からは複数の医療機関へ通院が可能であり、西伊豆町及び下田市の沿岸部は全ての病院に通院

が可能である。 

沼津市戸田地区の一部路線は、受付開始時間までに通院可能な病院がないという課題がある。 

※通院可能エリア：病院最寄バス停に受付開始時間（午前８時 30 分）までに到着可能エリア 

⑦下田市＜下田駅＞ 

・踊り子号からの

接続について、

石廊崎行、坂戸

一色行、松崎行

きについては接

続されているが、

接続が 30 分以

上 と な る ダ イヤ

（赤文字で表示）

の路線が複数存

在する。 

・到着する鉄道

が 2 時間あた

り概ね 4 本程

度であることに

比べ、1時間あ

たりに 1 本程

度のバス路線

が存在してい

る 。 こ れ ら は

30 分以内での

接続が困難な

ダ イ ヤあ るい

は接続できな

い 路 線 （ 赤 文

字で表示）と言

える 
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順天堂大学静岡病院

伊豆今井浜病院

下田メディカルセンター

西伊豆病院

伊豆赤十字病院

南伊豆町

松崎町

西伊豆町

伊豆市

津市(戸田)

下田市

沼津東
高校

三島北
高校

韮山
高校

伊豆総
合高校

土肥
高校

松崎
高校

下田
高校

南伊豆
分校

対象市町

○ ○ × × × × × × 沼津市（戸田）

× × ○ ○ × × × × 伊豆市

× ○ ○ ○ × × × × 伊豆市

× ○ ○ ○ ○ × × × 伊豆市

○ ○ ○ ○ ○ × × × 伊豆市、沼津市（戸田）、西伊豆町

× × × ○ ○ × × × 伊豆市、沼津市戸田

× × × ○ × × × × 伊豆市

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 西伊豆町、松崎町

× × × × × ○ ○ ○ 下田市、松崎町、南伊豆町

× × × × × ○ ○ × 下田市、松崎町

× × × × × ○ × × 松崎町、南伊豆町、西伊豆町

× × × × × × ○ ○ 下田市、南伊豆町

× × × × × × ○ × 下田市、南伊豆町

× × × × × ○ × × 南伊豆町

× × × × × × × × 沼津市（戸田）、下田市、南伊豆町

図 33 病院への通院可能路線 

図 33 高校への通学可能路線 

参考：送迎を実施している病院 

  当地域内で、送迎を実施している病院を右に示す。

１次医療圏では、市町内を中心に、住民の送迎を実施

している施設がある程度あり、通院の対応が図られて

いるが、２次救急医療機関や３次救急医療機関への市

町を越えた通院については、路線バスを利用した通院

の確保が必要である。 

病院 凡例 通院可能市町

順天堂大学
静岡病院

沼津市（戸田）、伊豆市、南伊豆町
下田市、西伊豆町、松崎町

下田
メディカルセンター

下田市、松崎町、南伊豆町

西伊豆病院
沼津市（戸田）、伊豆市
松崎町

伊豆今井浜病院
下田市、西伊豆町、松崎町
南伊豆町

伊豆赤十字病院
沼津市（戸田）、伊豆市、西伊豆町、
松崎町

沼津東高等学校 三島北高等学校

韮山高等学校

伊豆総合高等学校

土肥高等学校

松崎高等学校

下田高等学校

下田高等学校南伊豆分校

南伊豆町

松崎町

西伊豆町

伊豆市

沼津市(戸田)

下田市
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３ 路線バス実績概況 

(1)路線別利用実績 

当地域の路線バス全体では、１日約 6,000 人の利用がある。（乗合路線（東海バス）3,700 人、

乗合路線（伊豆箱根バス）600 人、市町自主運行バス 1,700 人）（平成 27 年度実績） 

 
●民間事業者による運行路線 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●市町自主運行バス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
業
者

系統 運行区間
運行本数
（本/日）

利用者数
（人/年）

利用者数
（人/日）

5211 下田駅～蓮台寺駅～堂ヶ島 24 117,895 323
5213 下田駅～蓮台寺駅～松崎 8 39,420 108
5312 松崎～高根山バサラ～下田駅 1 11,680 32
5323 下田駅～蓮台寺駅～田子上 2 13,140 36
5022 修善寺駅～西伊豆ＢＰ～松崎 21 178,850 490
5021 修善寺駅～土肥・松崎～長八美術館 2 12,410 34
5026 黄金崎クリスタルパーク～土肥支所 1 5,840 16
5071 松崎～土肥温泉 3 6,570 18
5041 田子上～築地橋～松崎 1 1,825 5
5061 浦上～宇久須温泉 1 8,760 24
5072 松崎～旧道～宇久須 9 37,595 103
5073 松崎～旧道～田子上 2 8,030 22
5074 堂ヶ島～旧道～宇久須 1 1,460 4
5031 修善寺駅～土肥ＦＴ～松崎 7 53,290 146
5032 土肥温泉～土肥ＦＴ～松崎 2 4,015 11
5971 松崎～神田 3 4,745 13
5112 三島駅～特急～松崎 2 8,395 23
5132 松崎～特急～三島駅 1 3,650 10
5161 三島駅～快速～松崎 1 8,395 23
5182 松崎～準急～三島駅 2 10,220 28
5251 下田駅～ＭＬ･下賀茂～堂ヶ島 2 16,790 46
5251 下田駅～ＭＬ･下賀茂～堂ヶ島 2 16,790 46
5272 松崎高校～ＭＬ･差田～金原車庫 2 8,030 22
5271 下田駅～下賀茂～松崎高校 1 3,285 9
5273 下賀茂～差田～松崎高校 1 3,285 9

修善寺温泉場線 6352 修善寺駅～修善寺温泉 43 43 66,065 181
6122 修善寺駅～修善寺虹の郷 17 31,390 86
6142 修善寺駅～戸田 3 4,745 13
6161 修善寺駅～修善寺ＮＴ～修善寺虹の郷 9 25,915 71
6191 修善寺駅～ＮＴ循環 1 2,555 7
6371 ﾆｭｰﾀｳﾝ口～熊坂～修善寺駅 1 6,935 19
6172 修善寺駅～牧之郷～熊坂 3 2,920 8

天城峠線 6012 修善寺駅～天城峠～河津駅 12 12 101,835 279
6021 修善寺駅～本立野～昭和の森会館 9 22,995 63
6025 修善寺駅～本立野～湯ヶ島 10 16,790 46
6061 修善寺駅～本立野・吉奈～昭和の森会館 1 4,380 12
6301 修善寺駅～競輪学校正門～ｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂ 4 6,935 19
6311 修善寺駅～ｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂ 12 7,665 21
5022 修善寺駅～西伊豆ＢＰ～松崎 3 19,710 54
5029 修善寺駅～土肥～八木沢 1 1,095 3
5071 土肥温泉～松崎 1 3,650 10

路線名

ニュータウン・
虹の郷線

湯ヶ島・
昭和の森会館線

サイクル
スポーツセンター線

西海岸線

バサラ峠線

西海岸線

西海岸線
(特急・急行）

マーガレット線

松崎高校線（今年
度新設）

16

5

2

新
東
海
バ
ス

34

20

6

6

西
伊
豆
東
海
バ
ス

35

53

事
業
者

系統 運行区間
運行本数
（本/日）

利用者数
（人/年）

利用者数
（人/日）

4011 下田駅～休暇村～仲木 1 1,460 4
4421 下田駅～ＭＣ・休暇村～仲木 1 4,380 12
4031 下田駅～休暇村～吉祥 2 7,300 20
4411 下田駅～ＭＣ・休暇村～吉祥 1 730 2
4032 下田駅～休暇村～石廊崎港口 10 22,630 62
4412 下田駅～ＭＣ・休暇村～石廊崎港口 6 21,535 59
4061 蓮台寺～休暇村～石廊崎港 1 16,790 46
4062 下田駅～休暇村～石廊崎港 1 1,825 5
4063 下田駅～休暇村 2 5,110 14
4081 下田駅～蝶ヶ野～子浦 2 4,380 12
4442 下田駅～ＭＣ・蝶ヶ野～子浦 2 2,555 7
4121 蓮台寺～中村・蝶ヶ野～伊浜 1 16,425 45
4124 下田駅～蝶ヶ野～吉祥 1 1,460 4
4161 蓮台寺～上二条・入間～仲木 1 18,980 52
4263 下田駅～下賀茂～上賀茂 1 8,030 22
4213 下田駅～下賀茂 6 10,220 28
4443 下田駅～ＭＣ・蝶ヶ野～下賀茂 2 5,475 15
4221 板戸一色～下田駅・門脇～大沢口 1 6,570 18
4272 下田駅～板戸一色 35 65,700 180
4271 金原車庫～板戸一色 1 4,015 11
4471 下田ＭＣ～板戸一色 4 6,935 19

下田海中
水族館線

4301 下田駅～海中水族館 27 27 32,120 88

4041 下田駅～中村大橋～大沢口 2 4,015 11
4042 下田駅～中村大橋～蓮台寺 9 18,615 51
4222 下田駅～門脇～大沢口 15 15,695 43
4223 下田駅～門脇～蓮台寺 12 10,950 30
4361 蓮台寺駅～下田高校～蓮台寺 1 365 1
4461 下田ＭＣ～門脇～大沢口 1 1,095 3
4511 下田駅～須崎海岸～爪木崎 7 18,250 50
4511 下田駅～須崎海岸～爪木崎 1 2,190 6
4512 下田駅～須崎海岸 7 4,745 13
4512 下田駅～須崎海岸 1 1,460 4
4481 下田ＭＣ～須崎海岸～爪木崎 1 1,460 4
4482 下田ＭＣ～須崎海岸 1 1,460 4
4543 下田駅～岩下～堀切 2 4,380 12
4553 下田駅～下中～堀切 6 4,380 12
4321 下田中学校～下田駅～金原車庫 1 2,190 6
4322 下田駅～金原車庫 1 0 0

バサラ峠線 5231 下田駅～蓮駅、松高～堂ヶ島 2 2 20,440 56
6011 修善寺駅～天城峠～下田駅 4 36,865 101
6012 修善寺駅～天城峠～河津駅 4 17,155 47

路線名

天城線

休暇村・
石廊崎線

下賀茂・
堂ヶ島線

坂戸一色線

蓮台寺・
大沢口線

須崎・
爪木崎線

一条・
下賀茂線

8

8

2金原車庫線

40

18

南
伊
豆
東
海
バ
ス

25

16

41

事
業
者

NO. 運行系統名 運行区間
運行本数
（本/日）

利用者数
（人/年）

利用者数
（人/日）

1 修善寺駅～地蔵堂貴僧坊～筏場 14 73,981 203

2 修善寺駅～姫の湯～筏場 1 9,087 25

3 修善寺駅～貴僧坊～筏場新田 0 18,522 51

4 修善寺駅～上和田橋～入屋 2 5,733 16

5 修善寺駅～修善寺駅口～修善寺温泉 30 112,075 307

伊豆市内路線

伊
豆
箱
根

バ
ス

48

事
業
者

路線名 系統 運行区間
運行本数
（本/日）

利用者数
（人/年）

利用者数
（人/日）

4242 下田駅～田牛 3 4,380 12
4242 下田駅～田牛 2 1,460 4
4251 下田駅～門脇～賀茂逆川 5 7,665 21
4254 下箕作～賀茂逆川 2 6,570 18
4081 下田駅～蝶ヶ野～子浦 1 4,380 12
4442 下田駅～ＭＣ・蝶ヶ野～子浦 1 2,555 7
4122 下田駅～蝶ヶ野～伊浜 4 13,505 37
4441 下田駅～ＭＣ・蝶ヶ野～伊浜 4 18,980 52
4131 下田駅～波勝崎口～伊浜 2 6,570 18
4151 みなとクリニック～上二条・入間～仲木 2 6,570 18
4451 下田駅～ＭＣ・上二条・入間～仲木 1 3,650 10
4163 下賀茂～上二条・入間～仲木 3 9,855 27
4192 下賀茂～上二条～仲木 4 365 1
4216 下賀茂～毛倉野～天神原 4 6,935 19
4262 下賀茂～蛇石～天神原 7 9,855 27
4352 下賀茂～毛倉野・別当～天神原 1 4,015 11

下賀茂～休暇村線 4071 下賀茂～休暇村 3 3 0 0
下賀茂線 4213 下田駅～下賀茂 2 2 2,920 8

4021 下田駅～下賀茂～石廊崎港 1 1,095 3
4052 下田駅～石廊崎港 3 14,600 40
4062 下田駅～休暇村～石廊崎港 3 5,475 15
4431 下田駅～ＭＣ・休暇村～石廊崎港 1 5,110 14

一条・下賀茂線 4541 下田駅～岩下～下賀茂 2 2 1,095 3
5253 松崎～雲見入谷 24 22,995 63
5091 松崎～池代 10 24,090 66
5101 松崎～八木山 17 24,455 67
5325 松崎～小杉原 2 5,110 14

西伊豆町
自主運行バス

5081 松崎～白川～宮ヶ原 6 6 6,935 19

子浦・
伊浜線

入間・
仲木線

蛇石・
天神原線

石廊崎港線

松崎町
自主運行バス

田牛線

賀茂逆川線

西
伊
豆

東
海
バ
ス

53

10

12

8

南
伊
豆
東
海
バ
ス

5

7

12

事
業
者

路線名 系統 運行区間
運行本数
（本/日）

利用者数
（人/年）

利用者数
（人/日）

6121 修善寺駅～虹の郷～戸田 7 25,185 69
6141 伊豆総合高校～戸田 1 5,475 15
6142 修善寺駅～戸田 3 16,060 44
5171 土肥温泉～戸田～戸田新田 3 5,110 14
5172 土肥温泉～戸田 7 3,650 10
6351 修善寺駅～修善寺温泉～湯舟口 4 5,475 15
6361 修善寺駅～寺山口～湯舟口 4 12,410 34

桐山線 6023 修善寺駅～本立野～天城の杜 11 11 68,255 187
6041 修善寺駅～本立野～持越温泉 3 28,105 77
6042 修善寺駅～本立野～湯ヶ島温泉 9 22,265 61
6071 修善寺駅～本立野・吉奈～持越温泉 2 22,995 63
6072 修善寺駅～本立野・吉奈～湯ヶ島温泉 2 6,205 17

長野線 6051 天城小～長野 3 3 29,565 81
上大沢線 6171 修善寺駅～牧之郷～上大沢 6 6 20,075 55

6313 修善寺駅～競輪学校 2 6,570 18
6261 修善寺駅～沢口 2 4,745 13
6262 修善寺駅～下尾野口 7 18,615 51
6263 下尾野口～沢口 3 1,460 4
6323 修善寺駅～中伊豆温泉病院～下尾野口 2 9,125 25
6341 伊東駅～冷川～修善寺駅 6 36,500 100

中伊豆温泉線 6322 修善寺駅～中伊豆温泉病院 16 16 17,885 49
柿木線 6081 修善寺駅～下柿木～柿木大野 4 4 9,125 25

6111 修善寺駅～柿木循環～修善寺駅 2 1,825 5
6381 修善寺駅～浮橋長者原～亀石峠 5 24,820 68
6382 大仁駅前～浮橋長者原～亀石峠 7 21,170 58
6383 大仁駅前～浮橋～田原野 1 1,460 4
6384 修善寺駅～浮橋～田原野 1 730 2

戸田線

22

16

下小野口・
沢口線

亀石峠線

新
東
海
バ
ス

11

10

8

16

土肥～
戸田線

湯舟口線

湯ヶ島温泉・
持越温泉線

（平成 27 年 9 月現在）

（平成 27 年 9 月現在）
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(2)路線別収支見込 

対象路線 142 系統のうち黒字が見込まれる系統は、わずか 18 系統（乗合路線 14 系統、市町

自主運行バス４系統）であり、多数が赤字路線と見込まれている系統であり、利用者の減少に

よる収入の減少や、運行経費が増加したことによるものと考えられる。赤字見込系統の中には、

国、県等の助成を受け、路線の維持・確保を図っているもの（平成 27 年度においては、事業者

による運行路線９系統、自主運行バス 41 系統）があるが、今後、助成が必要な路線が増加して

行くものと見込まれる。国、県の財政状況が厳しい中、確実に必要となる路線を維持していく

ためには、単に助成をするだけでなく、乗車人員が少ない路線の廃止や、運行路線の効率化、

又は新たな運行形態導入などを含めて見直しを進めていく必要がある。 

対象路線全体の収支額は約４億円／年の赤字見込、収支率（収支均衡のとき 100％）は 63.6％

（東海バス 72.1％、伊豆箱根バス 62.9％、市町自主運行バス 45.3％）と見込まれる。 

（平成 27 年実績） 

 
●民間事業者による運行路線 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●市町自主運行バス 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 27 年 9 月現在）

（平成 27 年 9 月現在）

事
業
者

系統 運行区間
運行本数
（本/日）

収支額
（千円/

年）

収支率
（％）

50％　　100％

5211 下田駅～蓮台寺駅～堂ヶ島 24 -4,937 92.6%
5213 下田駅～蓮台寺駅～松崎 8 2,769 114.9%
5312 松崎～高根山バサラ～下田駅 1 4,245 274.2%
5323 下田駅～蓮台寺駅～田子上 2 -1,840 71.3%
5022 修善寺駅～西伊豆ＢＰ～松崎 21 -4,263 95.9%
5021 修善寺駅～土肥・松崎～長八美術館 2 -3,564 64.1%
5026 黄金崎クリスタルパーク～土肥支所 1 -300 56.8%
5071 松崎～土肥温泉 3 -4,992 25.9%
5041 田子上～築地橋～松崎 1 -259 45.0%
5061 浦上～宇久須温泉 1 132 174.7%
5072 松崎～旧道～宇久須 9 -744 92.6%
5073 松崎～旧道～田子上 2 52 103.5%
5074 堂ヶ島～旧道～宇久須 1 -462 46.5%
5031 修善寺駅～土肥ＦＴ～松崎 7 -1,674 95.2%
5032 土肥温泉～土肥ＦＴ～松崎 2 -2,828 37.6%
5971 松崎～神田 3 -1,949 15.7%
5112 三島駅～特急～松崎 2 -2,827 79.4%
5132 松崎～特急～三島駅 1 -1,951 70.6%
5161 三島駅～快速～松崎 1 -2,336 66.0%
5182 松崎～準急～三島駅 2 -5,651 58.4%
5251 下田駅～ＭＬ･下賀茂～堂ヶ島 2 -3,493 41.5%
5251 下田駅～ＭＬ･下賀茂～堂ヶ島 2 -4,182 51.5%
5272 松崎高校～ＭＬ･差田～金原車庫 2 -2,846 60.8%
5271 下田駅～下賀茂～松崎高校 1 -1,082 53.7%
5273 下賀茂～差田～松崎高校 1 -391 77.6%

修善寺温泉場線 6352 修善寺駅～修善寺温泉 43 43 365 103.2%
6122 修善寺駅～修善寺虹の郷 17 -1,841 76.7%
6142 修善寺駅～戸田 3 -5,171 32.5%
6161 修善寺駅～修善寺ＮＴ～修善寺虹の郷 9 -931 86.0%
6191 修善寺駅～ＮＴ循環 1 -444 55.3%
6371 ﾆｭｰﾀｳﾝ口～熊坂～修善寺駅 1 54 107.6%
6172 修善寺駅～牧之郷～熊坂 3 -712 9.6%

天城峠線 6012 修善寺駅～天城峠～河津駅 12 12 -11,536 77.5%
6021 修善寺駅～本立野～昭和の森会館 9 -8,754 49.0%
6025 修善寺駅～本立野～湯ヶ島 10 -7,733 36.9%
6061 修善寺駅～本立野・吉奈～昭和の森会館 1 -314 85.3%
6301 修善寺駅～競輪学校正門～ｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂ 4 -222 69.1%
6311 修善寺駅～ｻｲｸﾙｽﾎﾟー ﾂ 12 -8,824 8.9%
5022 修善寺駅～西伊豆ＢＰ～松崎 3 -9,234 44.8%
5029 修善寺駅～土肥～八木沢 1 -2,841 16.5%
5071 土肥温泉～松崎 1 -1,087 57.0%

419 419 -195,363 72.1%

路線名

ニュータウン・
虹の郷線

湯ヶ島・
昭和の森会館線

サイクル
スポーツセンター線

西海岸線

バサラ峠線

西海岸線

西海岸線
(特急・急行）

マーガレット線

松崎高校線（今年
度新設）

合計

新
東
海
バ
ス

34

20

6

6

16

5

2

西
伊
豆
東
海
バ
ス

35

53

事
業
者

系統 運行区間
運行本数
（本/日）

収支額
（千円/

年）

収支率
（％）

50％　　100％

4011 下田駅～休暇村～仲木 1 -1,952 32.7%
4421 下田駅～ＭＣ・休暇村～仲木 1 -1,213 58.5%
4031 下田駅～休暇村～吉祥 2 -2,421 63.3%
4411 下田駅～ＭＣ・休暇村～吉祥 1 -3,070 7.5%
4032 下田駅～休暇村～石廊崎港口 10 -14,570 35.2%
4412 下田駅～ＭＣ・休暇村～石廊崎港口 6 -3,923 71.2%
4061 蓮台寺～休暇村～石廊崎港 1 90 103.4%
4062 下田駅～休暇村～石廊崎港 1 -1,722 24.9%
4063 下田駅～休暇村 2 115 104.6%
4081 下田駅～蝶ヶ野～子浦 2 -2,924 30.9%
4442 下田駅～ＭＣ・蝶ヶ野～子浦 2 -3,810 25.3%
4121 蓮台寺～中村・蝶ヶ野～伊浜 1 918 124.9%
4124 下田駅～蝶ヶ野～吉祥 1 -1,365 26.7%
4161 蓮台寺～上二条・入間～仲木 1 105 106.2%
4263 下田駅～下賀茂～上賀茂 1 1,173 181.1%
4213 下田駅～下賀茂 6 -3,692 47.7%
4443 下田駅～ＭＣ・蝶ヶ野～下賀茂 2 -988 63.2%
4221 板戸一色～下田駅・門脇～大沢口 1 344 125.0%
4272 下田駅～板戸一色 35 -17,309 43.6%
4271 金原車庫～板戸一色 1 -647 54.9%
4471 下田ＭＣ～板戸一色 4 -1,583 51.1%

下田海中
水族館線

4301 下田駅～海中水族館 27 27 -893 85.9%

4041 下田駅～中村大橋～大沢口 2 -306 67.7%
4042 下田駅～中村大橋～蓮台寺 9 -68 97.4%
4222 下田駅～門脇～大沢口 15 -3,803 45.4%
4223 下田駅～門脇～蓮台寺 12 -2,248 45.7%
4361 蓮台寺駅～下田高校～蓮台寺 1 -67 46.3%
4461 下田ＭＣ～門脇～大沢口 1 -258 46.1%
4511 下田駅～須崎海岸～爪木崎 7 -2,260 64.3%
4511 下田駅～須崎海岸～爪木崎 1 -79 57.7%
4512 下田駅～須崎海岸 7 -2,195 25.6%
4512 下田駅～須崎海岸 1 -71 38.6%
4481 下田ＭＣ～須崎海岸～爪木崎 1 -561 31.5%
4482 下田ＭＣ～須崎海岸 1 -339 32.8%
4543 下田駅～岩下～堀切 2 -480 63.3%
4553 下田駅～下中～堀切 6 -2,896 18.7%
4321 下田中学校～下田駅～金原車庫 1 -223 45.5%
4322 下田駅～金原車庫 1 -542 0.0%

バサラ峠線 5231 下田駅～蓮駅、松高～堂ヶ島 2 2 5,943 204.7%
6011 修善寺駅～天城峠～下田駅 4 -8,942 65.2%
6012 修善寺駅～天城峠～河津駅 4 -12,034 36.1%

路線名

天城線

休暇村・
石廊崎線

下賀茂・
堂ヶ島線

坂戸一色線

蓮台寺・
大沢口線

須崎・
爪木崎線

一条・
下賀茂線

8

南
伊
豆
東
海
バ
ス

25

16

41

8

2金原車庫線

40

18

事
業
者

路線名 系統 運行区間
運行本数
（本/日）

収支額
（千円/

年）

収支率
（％）

50％　　100％

4242 下田駅～田牛 3 -1,308 20.2%
4242 下田駅～田牛 2 -406 23.8%
4251 下田駅～門脇～賀茂逆川 5 -4,989 19.3%
4254 下箕作～賀茂逆川 2 -568 31.9%
4081 下田駅～蝶ヶ野～子浦 1 -1,141 54.9%
4442 下田駅～ＭＣ・蝶ヶ野～子浦 1 -1,170 45.1%
4122 下田駅～蝶ヶ野～伊浜 4 -9,364 30.7%
4441 下田駅～ＭＣ・蝶ヶ野～伊浜 4 -6,570 51.7%
4131 下田駅～波勝崎口～伊浜 2 -5,544 30.5%
4151 みなとクリニック～上二条・入間～仲木 2 -2,984 22.3%
4451 下田駅～ＭＣ・上二条・入間～仲木 1 -1,479 45.4%
4163 下賀茂～上二条・入間～仲木 3 -2,333 43.1%
4192 下賀茂～上二条～仲木 4 -4,156 3.2%
4216 下賀茂～毛倉野～天神原 4 -4,237 25.3%
4262 下賀茂～蛇石～天神原 7 -7,207 22.2%
4352 下賀茂～毛倉野・別当～天神原 1 -1,203 43.0%

下賀茂～休暇村線 4071 下賀茂～休暇村 3 3 -1,727 0.0%
下賀茂線 4213 下田駅～下賀茂 2 2 -1,160 28.6%

4021 下田駅～下賀茂～石廊崎港 1 -2,292 13.6%
4052 下田駅～石廊崎港 3 -1,827 69.5%
4062 下田駅～休暇村～石廊崎港 3 -5,453 20.7%
4431 下田駅～ＭＣ・休暇村～石廊崎港 1 -915 60.5%

一条・下賀茂線 4541 下田駅～岩下～下賀茂 2 2 -1,783 6.0%
5253 松崎～雲見入谷 24 -14,910 26.5%
5091 松崎～池代 10 -5,343 39.4%
5101 松崎～八木山 17 -6,665 28.9%
5325 松崎～小杉原 2 -625 24.8%

西伊豆町
自主運行バス

5081 松崎～白川～宮ヶ原 6 6 -7,958 20.7%

子浦・
伊浜線

入間・
仲木線

蛇石・
天神原線

石廊崎港線

松崎町
自主運行バス

田牛線

賀茂逆川線

西
伊
豆

東
海
バ
ス

53

10

12

8

南
伊
豆
東
海
バ
ス

5

7

12

事
業
者

路線名 系統 運行区間
運行本数
（本/日）

収支額
（千円/

年）

収支率
（％）

50％　　100％

6121 修善寺駅～虹の郷～戸田 7 -3,273 81.8%
6141 伊豆総合高校～戸田 1 746 151.2%
6142 修善寺駅～戸田 3 -1,901 75.2%
5171 土肥温泉～戸田～戸田新田 3 -3,624 32.9%
5172 土肥温泉～戸田 7 -9,575 14.2%
6351 修善寺駅～修善寺温泉～湯舟口 4 -1,013 43.8%
6361 修善寺駅～寺山口～湯舟口 4 -72 96.2%

桐山線 6023 修善寺駅～本立野～天城の杜 11 11 -6,833 64.1%
6041 修善寺駅～本立野～持越温泉 3 819 113.7%
6042 修善寺駅～本立野～湯ヶ島温泉 9 -6,860 49.4%
6071 修善寺駅～本立野・吉奈～持越温泉 2 -1,459 67.2%
6072 修善寺駅～本立野・吉奈～湯ヶ島温泉 2 -1,823 47.4%

長野線 6051 天城小～長野 3 3 163 111.6%
上大沢線 6171 修善寺駅～牧之郷～上大沢 6 6 -2,948 39.9%

6313 修善寺駅～競輪学校 2 -460 50.2%
6261 修善寺駅～沢口 2 -1,587 19.2%
6262 修善寺駅～下尾野口 7 -3,356 52.6%
6263 下尾野口～沢口 3 -1,033 11.4%
6323 修善寺駅～中伊豆温泉病院～下尾野口 2 -1,587 39.0%
6341 伊東駅～冷川～修善寺駅 6 2,504 117.2%

中伊豆温泉線 6322 修善寺駅～中伊豆温泉病院 16 16 -4,760 45.7%
柿木線 6081 修善寺駅～下柿木～柿木大野 4 4 -3,414 22.2%

6111 修善寺駅～柿木循環～修善寺駅 2 -3,172 9.5%
6381 修善寺駅～浮橋長者原～亀石峠 5 -6,348 39.0%
6382 大仁駅前～浮橋長者原～亀石峠 7 -8,062 29.6%
6383 大仁駅前～浮橋～田原野 1 -925 7.6%
6384 修善寺駅～浮橋～田原野 1 -1,246 6.1%

243 243 -176,418 45.3%

戸田線

合計

22

16

下小野口・
沢口線

亀石峠線

新
東
海
バ
ス

11

10

8

16

土肥～
戸田線

湯舟口線

湯ヶ島温泉・
持越温泉線

事
業
者

NO. 運行系統名 運行区間
運行本数
（本/日）

収支額
（千円/

年）

収支率
（％）

50％　　100％

1 修善寺駅～地蔵堂貴僧坊～筏場 14 -26,356 38.1%

2 修善寺駅～姫の湯～筏場 1 -2,702 36.5%

3 修善寺駅～貴僧坊～筏場新田 0 -647 74.3%

4 修善寺駅～上和田橋～入屋 2 -1,475 39.5%

5 修善寺駅～修善寺駅口～修善寺温泉 30 5,437 130.9%

48 48 -25,743 62.9%合計

伊豆市内路線

伊
豆
箱
根

バ
ス

48
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４ その他交通モードの状況 

(1)地域内乗合交通の状況（沼津市戸田地区） 

沼津市戸田地区におけるデマンドタクシーの利用者数は、平成 25 年度と比較すると平成 26

年度の上期は減少傾向にあったが下期は増加傾向であり、平成 25 年度は通学定期での利用が主

であったが、沼津市で利用促進に取り組み、平成 26 年度は通学利用に加え、一般利用が増加し

た。これにより、運賃収入も増加している。 
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■月別利用者数（H25、H26）

出典：運行情報等は沼津市Hp、利用・収入実績は事業者提供データ
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251.1

※平成25年度は通学定期収入があり、

この金額が４月に計上されているため、
４月が突出して多くなっている。

 
図 34 地域内乗合交通の状況（戸田） 

 
(2)鉄道駅利用状況 

鉄道は、伊豆急行線と伊豆箱根鉄道駿豆線が運行している。鉄道駅別の乗降客数は下図のと

おりである。牧ノ郷駅を除く全駅で乗車に比べ降車が多い傾向にある。これは、鉄道を利用し

て訪れた観光客が、別の交通手段で移動したことによるものと推測される。 

出典：国土数値情報（バス路線）、H22国勢調査（人口メッシュ）
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図 35 鉄道駅利用状況(平成 26 年度 1日あたり) 
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(3)フェリーの利用状況 

駿河湾フェリーの輸送人員は、平成

25 年度に一部運賃の割引制度を導入し

たことから、一時的に増加したものの、

平成 21 年の１隻体制以降減少傾向にあ

る。月別の利用は３月及び 11 月の旅客

数が多い傾向にあるのは、観光シーズン

の団体客を反映していると推測される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 36 フェリーの利用状況 
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５ 県の公共交通への支援 

 

（１）鉄道 

 平成 26 年度、鉄道交通の安全運行を確保するため、鉄道事業者が計画的に実施する安全対策や

老朽化施設の改良に対し支援している。              単位：千円 
 区  分 

 事業者名 事業費 補助額 

 伊 豆 急 行 226,927 26,959 
輸 伊豆箱根鉄道 － － 
送 岳 南 電 車 46,738 15,579 
対 静 岡 鉄 道 280,358 35,000 
策 大 井川鐵道 76,206 23,577 
 遠 州 鉄 道 － － 
 天竜浜名湖鉄道 259,784 72,931 
 小計 890,013 174,046 

伊豆東海岸鉄道整備(株) 245,000 73,500 総合 
安全 小計 245,000 73,500 

天竜浜名湖鉄道 － － 
伊 豆 急 行 33,790 11,263 緊急 

耐震 
小計 33,790 11,263 

合 計 1,168,803 258,809 
 
 平成 26 年度、その他の鉄道支援については、下表のとおりである（当地域は補助額 0） 

                                   単位：千円 

事 業 名 内 容 補助額 

鉄道駅ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ 
施設整備事業費助成 

障害者、高齢者等の移動等の円滑化を図るため
に、鉄道駅にエレベーター等の設置を行う事業
者に補助する市町村に対して助成する。 

36,000 

天竜浜名湖鉄道中期経

営計画支援事業費助成 

天竜浜名湖鉄道中期経営計画の推進のため、天
竜浜名湖鉄道に対して助成する。 

105,700

鉄道沿線地域交流拡大 

事業費 

 天竜浜名湖鉄道の利用促進に取り組む天竜浜
名湖線市町会議の事業費に対して助成する。 

5,000

  

 

（２）バス 

県は平成 26 年度に事業者の広域幹線バスへの路線維持費と車両購入減価償却費補助（バス運行

対策費助成）と過疎地域を運行するバス事業者に欠損補助する市町への補助（静岡県バス路線維

持費助成）、市町自主運行バスの路線維持費、車両購入費補助（市町自主運行バス事業費助成）を

下表のとおり行っている。 
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                                      単位：千円 
  沼津市 下田市 伊豆市 南伊豆町 松崎町 西伊豆町 計 全県 

バス運行対策費助成 0 0 0 0 0 0 0 328,785

静岡県バス路線維持費助成 0 0 1,098 0 0 0 1,098 1,729

市町自主運行バス事業費助成 7,382 2,701 19,098 20,486 9,001 2,374 61,042 293,046

 
 さらに、運輸事業の振興の助成に関する法律（平成 23 年 9 月 30 日施行）の規定に基づき、静

岡県バス協会に運輸事業振興助成交付金を交付している（平成 26 年度の交付額は、50,232 千円） 
 
６ 市町のバス、タクシーへの支援 

市町が平成 26 年度に市町自主運行バスの運行に要した経費は下表のとおりである。 

                                      単位：千円 
  沼津市 下田市 伊豆市 南伊豆町 松崎町 西伊豆町 計 

市町自主運行バス 17,668 6,756 49,333 64,358 25,225 8,838 172,178

   
市町における公共交通に関する支援制度の状況について下表に示す。 

バス利用助成、高齢者免許返納制度など市町によって有する支援制度は異なる。また、伊豆

市においては、バス利用助成制度が、70 歳以上のいきいきパスと 80 歳以上のバス利用料金助

成事業と２種類の制度があり手厚い。今後も公共交通の利用実態に応じて、各市町が不断で検

討していく必要がある。    
表 19 市町による支援制度 

 沼津市 下田市 伊豆市 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

遠距離児童通学費補助 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

高校生バス通学補助 ― ― ○ 
(距離制限有) ― ― ― 

タクシー利用助成 
○ 

・重度障害者

 

 

○ 

・重度心身障

害者 

○ 

・重度心身障

害者 

・80 歳以上 

○ 

・重度心身障

害者 

○ 

・75 歳以上 

高齢者、障

害者 

○ 

・70 歳以上 

重度障害者

バス利用助成 ― － 

○ 

【いきいきパ

ス】 

・70 歳以上

（伊豆市内

で使用可能）

 

【バス利用料

金助成】 

・80 歳以上 

（新東海バ

ス、伊豆箱根

バスエリア内

で使用可能）

－ 

○ 

・75 歳以上 

高齢者 

・障害者 

○ 

・70 歳以上 

・重度障害者

 

高齢者免許返納制度 ○ ― ― ― ― ― 
順天堂病院通院助成 ― ○ ○ ○ ― ― 
下田ﾒﾃﾞｨｶﾙｾﾝﾀ－通院助成 ― ― ― ○ ― ― 



43 

●市町による利用者への補助制度 

市
町 分類 名称 補助対象者 制度概要 

利用者数 
（H26 実績）

行政負担
（H26 実績）

通学 
遠 距 離 児
童・生徒通学
援助 

通学距離が、小学校３年生以
下の児童においては３キロ
メートル以上の者、小学校４
年生以上の児童及び中学校
の生徒においては４キロメ
ートル以上の者（隣接制度利
用者等は含まれない。） 

通学で使用するバスの定期券代
を補助する。 
補助率は全額補助。ただし、中
学生で４ｋｍ～６ｋｍの生徒に
ついては、半額補助。 

3 人 

(戸田地区分）

470 

千円

通学 

小中学校の
統合等に伴
う児童・生徒
の通学援助 

小中学校の統合等に伴い、市
が指定する就学校又は通学
場所に変更が生じた地域の
児童・生徒 

通学で使用するバスの定期券代
を補助する。 
補助率は半額補助。 

0 人 

(戸田地区は

該当なし）

0 

千円

事業者 
バスの日、タ
クシーの日イ
ベント負担金 

沼津バス協会、沼津タクシー
協会 

バスの日、タクシーの日等におい
て、広報啓発活動を実施する費用
の一部を負担。 
 

－ 
200 

千円

高齢者 
高齢者運転免
許証自主返納
支援事業 

運転免許証を自主返納した
65 歳以上の市民 

運転免許証自主返納高齢者を対
象に、バス・タクシー利用券
5,000 円分を交付することによ
り、運転免許証の自主返納を促す
とともに、公共交通への円滑な移
行を図る。 
 

－ 
2,900 

千円

沼
津
市 

福祉 

重度障害者 
タクシー利用
料金助成 

身障 1･2 級、療育 A 精神 1･2
級の障害者手帳所持者 

在宅の重度障害者に対してタク
シー利用料金の一部を助成する
ことにより、その生活圏の拡大と
社会参加の促進を図り、もって障
害者の福祉の増進に寄与する。
●助成額：小型車初乗り運賃額、
24 回分 
 

36 人 25 

千円

通学 
下田市遠距
離通学費補
助金 

住居から通常利用する通学
路を経由して学校に至る距
離が，児童にあっては４キロ
メートル，生徒にあっては６
キロメートル以上で，旅客バ
ス又は自転車を利用して通
学している者 

小学生は全額、中学生は 1/2 補
助。中学生の自転車通学は、月
1,000 円補助。 
 
※例外：稲梓小-須原地区、朝日
小-田牛地区、稲梓中-須原地区、
下田東中-白浜地区、下田中-朝
日地区は距離制限なし 

159 人 
5,625 

千円下
田
市 

福祉 
重度心身障
害者タクシ
ー助成 

障害者手帳１、２級・療育手
帳 A級該当者 

初乗り以上の金額について、利
用者が負担する。 

73 人 
53 

千円

小中学生通
学補助事業 

通学距離片道2キロ以上の児
童生徒 

通学費負担を軽減し義務教育の
円滑な遂行を図る。 
 
通学距離片道 2 キロ以上の児童
生徒に通学費を補助。また、自
宅から最寄りの駅及びバス停が
500 以上離れている場合、500ｍ
ごとに 3,000 円ずつ上乗せ（年
間）。 

942 人 
64,533 

千円

伊
豆
市 

通学 

高校生バス
通学補助事
業 

次の①～③のいずれにも該
当する生徒又はその保護者
①高等学校等に在籍する者
及び新１年生 
②伊豆市に住所を有する者
③中学校卒業後３年以内の
者 

高等学校等にバスを利用して通
学する生徒の保護者の負担軽減
とバス路線の利用促進を図るこ
とを目的に、通学にバスを利用
する高校生の通学定期券購入費
用の補助を実施。 
 
通学定期券の購入費用から片道
200 円の通学定期代相当額を差
し引いた額の３分の２（100 円未
満の端数切り捨て） 
 

149 人 
9,927 

千円

市
町 

分類 名称 補助対象者 制度概要 
利用者数 

（H26 実績）
行政負担

（H26 実績）
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市
町 

分類 名称 補助対象者 制度概要 
利用者数 

（H26 実績）
行政負担

（H26 実績）

福祉タクシ
ー・バス利用
料金助成事
業 

４月１日現在、満 80 歳以上
の在宅で生活している方 
 ※病院、施設等へ入所して
いる方は除く 

生活範囲の拡大と社会参加の促
進を図るため、タクシー（福祉
タクシーを含む）及びバスの利
用料金の助成を行います。※い
きいきパスとの併用不可。 
●助成額 12,000 円分（100 円
券×120 枚） 

不明 
17,908 

千円

重度心身障
害者タクシ
ー助成 

身障１・２級、療育 A・B、精
神１・２級の障害者手帳所持
者 

タクシー等料金を助成すること
により、交通弱者である障害者
の福祉の増進を図るとともに、
社会参加の促進を図る。 
●助成額 12,000 円分（100 円
券×120 枚） 

不明 
4,013 

千円
伊
豆
市 

福祉 

いきいきパ
ス 

伊豆市在住で平成 27 年４月
１日現在 70 歳以上の方（昭
和 20 年４月１日までに生ま
れた方）。 

「いきいきパス」を乗務員に提
示すると、現金 100 円で乗車が
可能。※福祉タクシー・バス利
用料金助成との併用不可。 
＜販売価格＞ 
●３か月券  5,000 円 
●６ヶ月券  9,000 円 
●１年券 13,500 円 

206 人 
2,949 

千円

定期券補助 小学生、中学生 利用者負担なし 585 人 
17,695 

千円

通学 

波勝崎無償
運送委託 

小学生３人が対象。 利用者負担なし 5 人 
458 

千円

通院 

下田メディ
カルセンタ
ー通院バス
利用料助成 

特になし 

バス路線を利用して通院に要し
た経費が対象。助成額は、１通
院に要したバス料金（以下「バ
ス料金」という。）の半額とする。
ただし、バス料金が 2,000 円を
超えた場合は、バス料金から
1,000 円を差引いた金額を助成
する。 

118 人 
184 

千円

南
伊
豆
町 

福祉 
タクシー初
乗り助成 

障害者手帳１、２級・療育手
帳 A級該当者 

初乗り以上の金額について、利
用者が負担する。 

11 人 
75 

千円

通学 
小中学校通
学補助 

通学距離２ｋｍを基準とし、
原則としてバス通学、自家用
車利用通学及び自転車通学
生徒を対象 

【中学校】 
・バス通学者（定期券購入者）
 通学定期代－２ｋｍまでの定
期券代＝補助額 
・自家用車利用通学者 
 往復とも自家用車利用・・・
バス通学補助額の１／２ 
 片道だけ自家用車利用（回数
券購入者）・・・バス通学補助額
の３／４ 
・自転車通学者 １ヶ月 1,000
円 
【小学校】 
・バス通学者（定期券）に対し、
全額補助。 
 

118 人 
6,567 

千円

松
崎
町 

福祉 
福祉タクシ
ー利用券・寿
回数券 

購入する時は、住所、氏名、
年齢が確認できる公的機関
が発行する身分証明書（後期
高齢者医療被保険者証や介
護保険被保険者証等）を提示

高齢者や障害を抱える方が外出
する機会を増やしていただくこ
とを目的に福祉タクシー利用券
又は株式会社西伊豆東海バスの
寿回数券を交付 
 
（利用者負担：500 円、町負担
500 円、東海バス負担 300 円（寿
回数券印刷代と販売経費は東海
バスが負担）） 
 

569 人 
1,971 

千円
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市
町 

分類 名称 補助対象者 制度概要 
利用者数 

（H26 実績） 
行政負担 

（H26 実績）

通学 

西伊豆町遠距
離幼児、児童
及び生徒通学
補助 

幼稚園にあっては大沢里地
区の幼児に係る通園費と
し、小学校にあっては大沢
里及び安良里地区の児童に
係る通学費とし、中学校に
あっては大沢里、浮島、田
子及び安良里地区の生徒に
係る通学費 

補助率は全額補助 
 
遠距離から交通機関を利用し通
園、通学する幼児、児童、生徒
に対し父兄の負担の軽減を図り
もって義務教育の円滑な運営に
資する。 

82 人 
11,371 

千円

西伊豆町高齢
者交通費助成

町内に居住し、本町の住民基
本台帳に記録されている 70
歳以上の者 

申請者に乗車券を交付 
 
高齢者に町内を運行する定期路
線乗合バス又はタクシーの交通
費を助成し、外出の機会を容易
にし、生活圏の拡大と社会参加
の促進を図ることによって、老
人福祉の増進に寄与する 

2,035 人 
4,201 

千円

西
伊
豆
町 

福祉 

西伊豆町重度
障害者交通費
等助成 

助成を受けようとする年度
の４月１日現在において、町
内に居住し、本町の住民基本
台帳に記録されている者の
うち、第２条第１項に該当す
る障害者 

タクシーの利用料金又は町内を
運行する定期路線乗合バス利用
料金若しくは町内の給油取扱所
を利用した場合における料金の
一部を助成 
 
生活圏の拡大と社会参加の促進
を図りもって障害者の福祉の増
進に寄与する 

259 人 
3,953 

千円

２
市
３
町 

通院 
順天堂病院通
院助成 

（下田市、伊豆市、東伊豆町、
河津町、南伊豆町） 

利用者負担有 4,144 人 
3,953 

千円

（ 合 計 ） 9,494 人 
155,631 

千円

 

●市町による利用促進策 

市町名 分類 名称 対象者 概要 

下田市 ― 
広報誌等への 
記載 

市民全員 
・下田市地域公共交通網形成計画に基づき、地域との協働による利用促
進策の検討を行うとともに、市の広報誌への利用促進記事掲載や公共交
通に関する特集記事などを通じ、市民へ周知・利用促進を図る。 

― 
21 時台の 
最終バスの運行 

― ・平成 26 年度より、修善寺駅発の 21 時台のバス運行を開始。 

― 時刻表配布 市民全員 ・時刻表の全戸配布を実施。 伊豆市 

― 広報 市民全員 
・補助事業やその他上記利用促進策について、市広報紙、HＰ、コミュニ
ティＦＭでのＰＲ等、広報を積極的に実施。 

 

その他交通事業者による補助制度等を以下に示す。 

 

●交通事業者による利用者への補助制度 

事業者名 分類 名称 補助対象者 申請方法等 制度概要 

沼津登山 
東海バス 

高齢者 
楽 々 パ ス
（沼津登山
東海バス） 

65 歳以上の高
齢者 

沼津登山東海バス案内所（沼
津駅前・三島駅前・内浦漁協）
で購入。 
身分証明書、顔写真が必要。

「楽々パス」を乗務員に提示すると、沼津
登山東海バスの全路線が、現金 100 円で
乗車が可能。 
＜販売価格＞ 
●３か月券  7,000 円 
●6 か月券 12,000 円 
●１年券   20,000 円 
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●交通事業者による利用促進策 

事業者名 内容 

・利用者の多様な利用実態に即し、平日型通学定期券・片道通学定期券を発売。 

・バス通学を促進するため、通常の定期券より割引率を高めた特割通学定期券を発売。 

・伊豆市の保育園の年長児を対象に、バスの乗り方教室を毎年開催。 
会場にバスを持ち込み、バスの乗降方法や車内マナーの他、所轄の大仁警察署の協力も得て、バスの
死角について学習する交通安全講習を行い、バスに興味を持ってもらうと同時に利用促進に努めている

・伊豆箱根ふれあいフェスタ 
電車・バス・タクシー等の公共交通や、会社のグループ事業を紹介するためのグループイベント。公共の

乗り物を身近に感じてもらい、利用促進に努めている。当社敷地内を一般開放し、近隣施設・交通事業者
等の協力を得て実施。 

・バスの乗り方教室（学生、高齢者） 
【学生】バスの乗車⇒降車までの流れを説明し、一人でも安心してバスに乗車できるように講習を行う。
【高齢者】車内事故防止のため、安全なバスの乗り方について講習を実施  

・「車内転倒事故防止」のポスターや、「ドアが開いてから席をお立ちください」のステッカーなどで、年配者
に安心した利用を、また、それ以外の安全運行へのへの理解と協力を呼びかけている。 

伊豆箱根バス 

・伊豆市の協力のもと、年に 1 回バス路線沿線の全自治会に回覧板で時刻表を配布。 

・時刻表及び路線図の全戸配布 
新聞折込、回覧板等を通じて、時刻表及び路線図の配布を実施。 

・時刻検索システムへの掲出 
駅すぱあと、yahoo 等の時刻検索システムへの掲出を実施。 

・バスの乗り方教室の実施 
幼稚園児、小学生だけでなく、高齢者を対象としたバスの乗り方教室を実施。 

東海自動車 

・定期券の通信販売の実施 
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７ フリーパス、観光セット券等 

伊豆半島では、公共交通利用促進のためのフリーパス、観光セット券が下

表のように多数ある。これらは種類が多く、利用可能エリア、利用可能交通

事業者が多様であるため、利用者にとって分かりづらい懸念がある。 

表 20 フリーパス、観光セット券 

 


